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横
須
賀
の
地
域
構
成

『
横
須
賀
研
究
』
の
た
め
の
地
域
分
析
1

十田

時中

重嚴

好周

は
　
じ
　
め
　
に

第
一
節
全
域
お
よ
び
基
域
の
設
定

　
ω
全
域
の
設
定

　
＠
基
域
の
設
定

第
二
節
全
域
の
歴
史
的
概
観

　
ω
　
各
基
域
ご
と
の
歴
史
的
変
遷

　
＠
　
横
須
賀
の
都
市
形
成
史
概
観

第
三
節
主
成
分
分
析
に
よ
る
地
域
構
成
と
地
域
類
型

　
④
　
主
成
分
の
命
名
と
主
成
分
得
点

　
㈲
　
地
域
類
型
構
成
へ
の
試
み

結
び
に
か
え
て

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
の
目
的
は
、
主
成
分
分
析
を
用
い
て
、

横
須
賀
の
地
域
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

横
須
賀
と
い
う
都
市
内
部
の
各
地
区
の
性
格
と
そ
の
地
域
構
成
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
通
常
、

一
　
（
三
〇
一
）
　



　
　
　
横
須
賀
の
地
域
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
三
〇
二
）

行
政
区
画
を
も
つ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
都
市
と
社
会
学
的
に
考
察
す
る
際
の
都
市
で
は
、
範
域
の
と
り
方
が
異
な
る
。
そ
れ
は
、
都
市
の
膨
張
・

発
展
と
行
政
区
画
の
固
定
性
と
の
間
に
生
ず
る
不
一
致
で
あ
り
、
特
に
大
都
市
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
顕
著
で
あ
る
。
他
方
、
一
九
五
五
年
前
後
に

全
国
的
規
模
で
推
進
さ
れ
た
町
村
合
併
の
結
果
、
「
市
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
も
実
際
に
は
、
農
村
的
地
区
を
も
含
ん
で
い
る
「
都
市
」
が
全
国
各
地

に
出
現
し
た
。
更
に
、
大
都
市
圏
や
合
併
市
の
場
合
以
外
に
も
、
都
市
は
つ
ね
に
複
合
的
な
性
格
を
有
し
て
お
り
、
高
度
な
社
会
的
分
業
の
進
展

に
対
応
し
た
地
域
分
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
点
は
既
に
R
・
E
・
。
ハ
ー
ク
ら
の
シ
カ
ゴ
学
派
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
と
は
異
な
り
人
種
的
要
因
を
ほ
と
ん
ど
考
慮
す
る
必
要
の
な
い
日
本
の
都
市
の
場
合
に
は
、
で
は
い
つ
た
い
、
何
が
地
域
分
化
を
支
え

る
要
因
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
神
奈
川
県
の
地
域
構
成
』
に
お
い
て
は
、
県
全
域
の
な
か
の
横
須
賀
と
い
う
都
市
は
各
主
成
分
に
対
し
て
強
い
特
化
性
を
示
さ
な
い
、
平
均

的
な
地
域
で
あ
る
こ
と
が
既
に
明
ら
か
と
な
つ
た
。
全
域
を
神
奈
川
県
に
、
基
域
を
各
市
町
村
に
設
定
す
る
限
り
、
右
記
の
結
論
は
妥
当
だ
と
し

て
も
、
こ
の
結
果
は
前
述
の
条
件
下
で
の
み
妥
当
性
を
持
ち
う
る
と
、
ま
ず
も
つ
て
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
は
、
横
須
賀
が
県
下
で
は
平
均
的
な
地
域
で
あ
る
と
い
う
結
論
と
、
県
下
の
地
域
構
成
を
確
定
す
る
要
因
　
　
解
釈
さ
れ
た
主
成
分
の
妥
当

性
と
を
区
別
し
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
こ
こ
で
検
討
す
べ
き
課
題
は
前
者
と
関
連
す
る
。
す
な
わ
ち
、
分
析
単
位
基
域
を
細
分
化
し
て
も

な
お
、
横
須
賀
は
平
均
的
な
地
域
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
般
に
、
あ
る
都
市
が
各
主
成
分
に
対
し

て
強
い
特
化
性
を
示
さ
な
い
場
合
で
も
、
基
域
を
更
に
細
分
化
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
大
別
し
て
次
の
二
様
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

く
。
各
々
を
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、
一
方
に
は
、
強
い
特
化
性
を
持
た
な
い
複
数
の
、
均
質
な
基
域
の
集
合
体
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
設
定
で
き
る
。

反
対
の
極
に
は
、
強
い
特
化
性
を
示
す
が
、
そ
の
ベ
ク
ト
ル
の
方
向
が
逆
な
、
相
互
に
異
質
な
基
域
1
た
と
え
ば
、
都
市
的
集
積
度
の
高
い
基

域
群
と
農
村
的
性
格
の
強
い
基
域
群
t
の
集
合
体
で
あ
る
場
合
が
想
定
さ
れ
る
。
後
者
の
場
合
、
都
市
全
体
と
し
て
弱
い
特
化
性
し
か
示
さ
な

い
の
は
、
ま
さ
に
、
各
基
域
が
示
す
特
化
性
の
ベ
ク
ト
ル
が
相
殺
な
い
し
相
互
に
稀
釈
化
し
あ
う
結
果
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
現



実
の
ヶ
ー
ス
は
、
以
上
の
様
に
設
定
さ
れ
た
両
極
を
結
ぶ
軸
上
の
い
ず
れ
か
の
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
本
稿
で
は
以
下
、
主
成
分
分
析
の
技
法
に
ょ
り
、
横
須
賀
内
部
の
地
域
構
成
を
解
明
す
る
と
共
に
、
そ
れ
を
支
え
る
要
因
を
摘
出
す
る
。
合
せ

て
、
県
全
域
か
ら
み
た
横
須
賀
の
位
置
づ
け
を
再
検
討
す
る
。
更
に
、
本
論
が
横
須
賀
研
究
全
体
の
序
章
と
も
な
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
主
成
分

分
析
結
果
の
解
釈
と
関
連
を
持
た
せ
な
が
ら
、
横
須
賀
と
い
う
都
市
の
歴
史
的
な
変
動
過
程
と
現
在
の
社
会
的
性
格
に
も
言
及
す
る
。

第
一
節
全
域
お
よ
び
基
域
の
設
定

　
　
　
イ
　
全
域
の
設
定

　
（
　
主
成
分
分
析
に
採
用
す
る
変
数
の
選
択
は
、
対
象
地
域
の
全
般
的
性
格
を
み
ぎ
わ
め
た
上
で
決
定
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
全
域
設
定

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
分
析
に
先
だ
つ
て
ま
ず
、
横
須
賀
と
い
う
都
市
が
持
つ
全
般
的
な
特
徴
を
概
観
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
現
代
の
横
須
賀
に
は
三
つ
の
貌
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
横
須
賀
は
軍
事
的
都
市
で
あ
る
。
横
須
賀
に
は
駐
留
軍
関
係
施
設
と
、
同
施
設
が
返
還
さ
れ
た
後
に
自
衛
隊
が
継
続
使
用
し
て
い
る

幾
つ
か
の
基
地
が
存
在
す
る
。
両
施
設
は
、
い
ず
れ
も
戦
前
の
陸
海
軍
関
係
施
設
を
引
き
継
い
だ
形
で
存
続
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
（
た
だ
し
、

旧
陸
軍
関
係
施
設
は
ほ
と
ん
ど
軍
事
以
外
の
使
用
目
的
に
転
換
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
れ
ら
の
主
要
な
軍
事
施
設
を
列
記
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
戦
後
一
貫

し
て
使
用
し
て
い
る
米
海
軍
横
須
賀
基
地
（
泊
町
、
楠
ケ
浦
、
箱
崎
）
、
米
軍
吾
妻
島
貯
油
所
、
米
軍
長
井
住
宅
が
駐
留
軍
関
係
と
し
て
は
あ
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
自
衛
隊
関
係
施
設
で
は
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
部
、
同
自
衛
艦
隊
司
令
部
、
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
（
久
里
浜
、
武
山
）
、
航

空
自
衛
隊
高
射
教
育
訓
練
場
が
あ
り
、
更
に
、
小
原
台
に
は
防
衛
大
学
校
が
あ
る
。
米
海
軍
、
海
上
自
衛
隊
双
方
に
と
つ
て
横
須
賀
基
地
が
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

軍
事
戦
略
上
の
重
要
性
は
極
め
て
高
い
。
逆
に
横
須
賀
と
い
う
都
市
の
側
か
ら
み
て
も
、
確
か
に
戦
前
段
階
と
比
較
す
れ
ば
基
地
へ
の
依
存
性
は

格
段
に
低
下
し
た
と
は
い
え
、
現
在
で
も
そ
の
比
重
は
大
ぎ
い
。
た
と
え
ば
、
土
地
利
用
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
市
総
面
積
九
九
・
○
平
方
キ
ロ

　
　
　
横
須
賀
の
地
域
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
（
三
〇
三
）



図一1　横須賀市所在米軍施設及ぴ自衛隊主要施設位置図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡　　　例

　　　　　　　横浜市A！　．FAC灘認軍施設米軍関係施設

逗子市　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制限水域

　　　　FAC311Z浦郷倉庫地区　　　　　　　　　　　　　　　　　第一種区域

　　　　　　　　　横総比与宇火薬庫
　　　　　　　　　　、肉　横総逸見庁舎　　φ
　　　　　　　　　　　、　　　FAC3108　　　　　9
　　　　　　　　　　　　』顎晒　　海軍兵貝クラブ
　　　　　　　　　　　　　　じか
　　　　　　　　　葉山町　∫　　　　　　∂
　　　　　　　　　　　　　’　　　　横袴田戸台分庁舎　　　　　　　　　　　　　防大毎上訓練場
　　　　　　　　　　　　　もじ
　　　　　、》．、パー’ン　　　防衛大購
　　　　ゆりりし　　　　　　　　　ヤメ
　”～一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横総観音崎警備所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横総島ヶ崎送信所
　　　　　　　　　　ρ
　　　　　　横総大矢部弾薬補給所

D　醐撃場　久　とん地ヤ・襯鞭藻送信所
横須賀教育隊　　　　横総久里浜貯創技術研究本部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5研究所　　　　　　　　も横総武山通信施設

武山駐とん地　　　　武山高射教育訓練場

　　　　　　　　　　ρ19亀
　　　　　　　！一’・贈’げ曾　f

轟撫藩
　　　　　　　　　三浦市

横
須
賀
の
地
域
構
成

出処：横須賀市企画部基地対策課『横須賀市と基地』（昭和53年3月）

四

（
三
〇
四
）



メ
ー
ト
ル
中
、
米
海
軍
基
地
が
三
・
五
、
自
衛
隊
基
地
が
二
・
七
平
方
キ
・
メ
ー
ト
ル
を
占
有
し
、
両
者
で
市
総
面
積
の
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

及
ぶ
（
図
－
参
照
）
。
し
か
も
、
「
市
内
至
る
処
に
丘
陵
起
伏
し
て
、
殆
ん
ど
平
地
が
な
い
」
と
い
わ
れ
て
き
た
横
須
賀
市
の
地
形
を
考
え
合
せ
た

時
、
そ
の
比
率
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
。
試
み
に
、
山
林
を
不
可
住
地
と
し
て
除
外
し
た
民
有
有
租
地
総
計
三
八
・
七
平
方
キ
・
メ
ー

ル
ル
と
比
較
す
る
と
、
軍
事
関
係
施
設
の
占
有
面
積
は
一
五
．
八
パ
1
セ
ン
ト
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
の
上
、
市
内
重
要
港
湾
が
軍
事
的
に
占
有

さ
れ
、
か
つ
制
限
水
域
が
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
横
須
賀
の
産
業
発
展
の
阻
害
要
因
と
な
つ
て
い
る
。

　
第
二
の
貌
は
工
業
都
市
と
し
て
の
貌
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
戦
前
の
横
須
賀
は
官
営
工
場
・
横
須
賀
海
軍
工
廠
を
有
す
る
軍
事
都
市
で
あ

つ
て
、
民
間
産
業
に
は
み
る
べ
き
も
の
が
な
か
つ
た
。
従
つ
て
、
軍
人
お
よ
び
海
軍
工
廠
職
工
を
主
た
る
顧
客
と
す
る
商
業
中
心
の
消
費
都
市
と

し
て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
、
敗
戦
は
軍
部
へ
の
依
存
度
の
極
め
て
高
か
つ
た
横
須
賀
に
大
打
撃
を
与
え
、
人
口
は
激
減
せ
ざ
る

を
え
な
か
つ
た
。
戦
後
、
い
つ
た
ん
は
米
軍
　
　
名
目
的
に
は
連
合
軍
に
旧
帝
国
陸
・
海
軍
施
設
は
全
て
接
収
さ
れ
た
が
、
前
記
の
米
軍
施
設
を

除
い
て
現
在
ま
で
逐
次
返
還
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
部
は
自
衛
隊
が
軍
事
施
設
と
し
て
継
続
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
公
共
用
地
と
し

て
、
ま
た
、
民
間
に
払
下
げ
ら
れ
て
工
業
用
地
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
工
業
都
市
・
横
須
賀
は
旧
軍
用
地
払
下
げ
の
結
果
、
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
純
軍
事
都
市
か
ら
工
業
都
市
へ
の
転
換
は
表
1
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。
戦
後
横
須
賀
の
工
業
の
進
展
は
極
め
て
顕
著
で
あ
る
が
、

特
に
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
の
製
造
品
出
荷
額
の
伸
び
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
一
九
七
三
年
を
頂
点
と
し
て
製
造
業
従
業
員
数
が
、
出
荷

額
が
一
貫
し
た
増
加
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減
少
に
転
じ
た
こ
と
は
、
横
須
賀
の
工
業
の
成
熟
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
同
市

は
県
下
第
三
位
の
工
業
出
荷
額
を
産
し
、
な
か
で
も
、
市
北
東
部
・
追
浜
地
区
は
輸
送
機
械
を
中
心
と
す
る
工
業
地
区
で
あ
り
、
市
全
体
の
約
七

五
パ
ー
セ
ン
ト
の
出
荷
額
（
一
九
七
六
年
工
業
統
計
調
査
）
を
占
め
て
い
る
。

　
第
三
の
貌
は
、
宅
地
化
の
進
行
す
る
郊
外
都
市
と
し
て
の
貌
で
あ
る
。
敗
戦
に
ょ
る
激
減
を
経
て
、
六
〇
年
頃
ま
で
は
微
増
を
続
け
て
き
た
市

内
人
口
は
、
六
〇
年
代
中
頃
以
降
急
速
な
伸
長
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
背
後
に
は
、
戦
後
の
「
平
和
産
業
港
湾
都
市
」
へ
の
転
換
－
具
体
的

　
　
　
横
須
賀
の
地
域
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
（
三
〇
五
）



横
須
賀
の
地
域
構
成

六
　
　
　
（
一
二
〇
六
）

表一1　横須賀市製造業の変遷

製造品出荷額

（千万円）

　　　　　　1

　　　　　73

　　　　184

　　　　293

　　　　423

　　　　830

　　　　905

　　1，339

　　1，041

　　1．233

0
　
4
　
R
V
　
4

7
　
　
3
　
　
ワ
臼
　
ウ
臼

0
　
　
7
　
　
7
　
　
4

2
　
2
　
2
　
n
乙

3，808

4，660

10，833

14，400

18，902

18，967

21，268

27，498

39，612

42，390

48，890

48，696

58，297

55，787

62，426

67．557

従業員数

　　　（人）

　　5，812

　　8，037

　　11，020

　　10，484

　　11，067

　　12，475

　　11，304

　　11，560

　　11，079

　　12，610

　　13，988

　　16，347

　　15，494

　　17，009

　　19？105

　　22，076

　　25，688

　　27，005

　　28，309

　　28，927

　　32ラ367

　　34，896

　　37，046

　　38，766

　　37，390

　　37，009

　　36，979

　　36，818

　　34，330

　　32．864

工場数　降次
106

209

337

317

516

408

353

331

314

312

326

363

353

352

370

373

377

425

412

421

512

513

513

627

633

628

710

685

681

746

1946

　47

　　48

　　49

　　50

　　51

　　52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

i76172632・116i75’215
＊工業統計調査（各年次）。ただし，1946～47年分は従業

　員四名以上の工場しか含まれていない。

に
は
、
旧
軍
用
地
の
民
間
産
業
へ
の
転
換
完
了
と
誘
致
企
業
の
本
格
的
稼
動
が
一
定
の
成
果
を
収
め
て
き
た
こ
と
、
お
よ
び
、
東
京
．
横
浜
大
都

市
圏
の
拡
大
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
後
述
の
様
に
、
戦
前
の
段
階
に
あ
つ
て
は
、
横
須
賀
旧
市
域
（
現
在
の
横
須
賀
本
庁
地
区
）
を
中

核
と
し
て
大
都
市
圏
と
は
相
対
的
に
独
立
し
た
小
都
市
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
軍
都
」
横
須
賀
の
解
体
に
よ

り
、
こ
の
小
都
市
圏
の
持
つ
て
い
た
統
合
機
能
は
解
体
し
、
数
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
大
都
市
圏
の
拡
大
と
共
に
、
横
須
賀
が
こ
ん
ど
は
郊

外
住
宅
地
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
郊
外
住
宅
地
化
に
つ
い
て
、
ま
ず
宅
地
化
の
進
行
か
ら
、
次
に
東
京
・
横
浜
大
都
市
圏
へ
の
通
勤
現
象
か
ら
そ
の
動
向
を
追
つ
て
み
よ
う
。
横
須

賀
の
人
口
増
加
が
本
格
化
し
て
い
な
い
一
九
五
八
年
の
時
点
で
は
、
市
街
地
面
積
は
二
、
四
五
八
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
つ
た
。
そ
の
十
五
年
後
、



I
ビ

　
　
上

　
　
口

　
間
人

　
夜
　
昼　
　
圏

者
、
獅隊

業

　
　
　
　
内

移推　
　
　
　
市

　
　
就

の口人　
　
間

　
　
　
　
口

者業就　
　
夜

間　
　
　
　
人

夜昼　　
　
び

　
　
　
－
内

　
　
者

後戦　
　
　
　
市

　
　
業
』

（　
　
就

　　
　
　
　
口

［表　
　
間

　
　
昼

　
　
　
　
人

（％）

97。1

86．6

85・9

86．1

75．6

（％）1

12．4

20．2

22．8
　　　　　i

23．2　1

　（％）

85．5

76．4

73．1

72．7

69．7

　　　　（N）

105，784

124，125

150，835

171，821

177，299

　（％）
　　　　　 I　　　　　

88．1
　　　　　I

88．3
　　　　　

85．2

84．4

　　　　（N〕

102，688

107，481

129，459

147，927

134，043

55

　
60
　
65
　
7
0
　
75

横
須
賀
の
地
域
構
成

出所：国勢調査

※　大都市圏は，横浜・川崎・東京通勤者の合計
※　昼夜間人口比は、

　　昼間就業者人口／夜間就業者人口

七
三
年
に
は
宅
地
開
発
に
よ
り
市
街
地
面
積
（
造
成
中
も
含
む
）
は
八
三
二
・
五
ヘ
ク
タ
！

ル
も
増
加
し
、
実
に
約
三
四
バ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
最
近
の
デ
ー
タ
が

な
い
の
で
七
三
年
現
在
の
宅
地
開
発
申
請
中
お
よ
び
開
発
計
画
中
の
宅
地
面
積
を
、
右
記

の
数
値
に
上
乗
せ
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
二
、
二
九
四
・
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
市
街
地
面
積
の

増
加
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
開
発
が
全
て
完
了
す
る
と
五
八
年
時
点
で
の
市
街
地
面
積

　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
ほ
ぼ
二
倍
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
宅
地
化
の
進
展
の
激
し
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
更

に
、
大
都
市
圏
へ
の
通
勤
者
を
み
る
と
、
高
度
経
済
成
長
開
始
時
点
の
一
九
五
五
年
で
既

に
一
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
た
大
都
市
通
勤
者
率
は
、
六
〇
年
に
な
る
と
二
〇

・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
加
し
、
以
降
漸
増
を
続
け
て
き
た
（
表
2
参
照
）
。
こ
の
大
都
市
圏

通
勤
者
は
次
の
二
つ
の
グ
ル
㌧
フ
か
ら
な
る
。
六
〇
年
以
前
は
、
旧
来
か
ら
の
横
須
賀
居

住
者
た
ち
が
軍
の
解
体
に
ょ
り
職
場
移
動
を
強
ら
れ
た
結
果
、
あ
る
い
は
そ
の
第
二
世
代

の
人
々
の
大
都
市
へ
の
通
勤
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
六
〇
年
以
降
は
、
居
住
地
を
求

め
て
、
い
わ
ば
大
都
市
圏
か
ら
プ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
通
勤
者
た
ち
で
あ
る
。
端
的
に
表
現
す

れ
ば
、
前
者
は
職
業
移
動
で
あ
り
、
後
者
は
地
域
移
動
で
あ
る
。
郊
外
化
を
全
体
と
し
て

み
れ
ば
、
市
内
の
産
業
開
発
が
軌
道
に
乗
る
の
が
六
〇
年
以
降
で
あ
る
か
ら
、
産
業
開
発

よ
り
時
期
的
に
は
大
都
市
郊
外
化
が
、
横
須
賀
の
内
部
的
条
件
の
た
め
、
や
や
先
ん
じ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
郊
外
化
を
押
進
め
る
要
因
と
し
て
、
前
期
は
横
須
賀
小
都
市
圏
の
解

体
が
指
摘
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
半
期
は
大
都
市
圏
の
外
延
的
拡
大
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
三
〇
七
）
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以
上
、
横
須
賀
の
都
市
と
し
て
の
主
要
な
特
徴
を
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
更
に
一
つ
追
加
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
都
市
近
郊
農
業
地
域
と
し
て

の
貌
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
農
業
は
年
々
減
退
の
一
途
を
辿
つ
て
き
た
し
、
ま
た
、
地
域
的
に
は
市
南
部
に
し
か
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、

京
浜
市
場
へ
の
近
接
性
と
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
、
特
定
の
疏
菜
類
（
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
西
瓜
）
に
つ
い
て
は
、
近
郊
農
業
地
区
と
し
て
の
重

要
性
は
高
い
。
た
だ
し
、
市
全
体
か
ら
み
る
と
、
七
五
年
現
在
の
農
家
人
口
率
は
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
対
総
人
口
比
、
七
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
）
に

す
ぎ
な
い
。

　
で
は
、
横
須
賀
の
性
格
を
軍
事
、
工
業
化
、
宅
地
化
、
近
郊
農
業
と
把
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
点
と
関
連
し
て
以
下
の
主
成
分
分
析
に
お
い

て
必
要
な
全
域
は
ど
う
設
定
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
軍
事
的
性
格
は
横
須
賀
に
固
有
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
米
軍
側
の
最
近
の
方
針
と
し
て
も

軍
事
施
設
の
地
域
的
「
集
中
化
」
方
針
が
打
ち
だ
さ
れ
て
お
り
、
全
域
設
定
の
手
掛
り
と
は
な
り
難
い
。
む
し
ろ
、
決
め
手
と
な
る
の
は
後
の
三

点
で
あ
る
。
横
須
賀
の
工
業
化
は
京
浜
工
業
地
帯
の
延
長
と
考
え
う
る
が
、
東
海
道
線
沿
線
・
国
道
一
号
線
沿
線
を
中
心
と
し
た
内
陸
型
工
業
地

域
と
の
比
較
も
興
味
深
い
。
大
都
市
郊
外
化
の
点
で
は
、
古
く
か
ら
の
郊
外
地
帯
・
湘
南
地
区
と
高
度
経
済
成
長
期
に
著
し
い
進
展
を
み
せ
た
横

浜
市
南
部
、
両
地
区
と
の
関
連
は
看
過
し
え
な
い
。
ま
た
郊
外
化
に
は
交
通
網
が
重
要
な
要
因
と
な
る
が
、
東
京
・
横
浜
と
横
須
賀
と
を
結
ぶ
二

つ
の
鉄
道
の
沿
線
地
帯
i
湘
南
地
区
を
経
由
し
て
横
須
賀
に
延
び
る
国
鉄
・
横
須
賀
線
沿
線
住
宅
地
帯
と
京
浜
臨
海
部
を
南
下
し
て
横
須
賀
に

達
す
る
私
鉄
・
京
浜
急
行
沿
線
地
帯
と
を
包
含
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
か
ら
、
横
浜
南
部
お
よ
び
湘
南
地
区
は
分
析
上
重
要
な
地
域
で
あ

る
。
更
に
、
近
郊
農
業
と
の
関
連
で
は
、
三
浦
半
島
南
部
の
主
要
農
業
地
帯
を
抱
え
る
三
浦
市
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
浦
市
を
研
究
対

象
の
範
域
に
加
え
る
こ
と
は
、
工
業
化
や
近
郊
化
の
勢
力
が
ど
の
程
度
「
南
下
」
し
て
い
る
の
か
を
知
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
配
慮

に
基
づ
い
て
、
主
成
分
分
析
が
対
象
と
す
る
全
域
は
横
須
賀
市
を
中
心
と
し
て
、
横
浜
市
南
部
（
戸
塚
区
、
金
沢
区
全
域
と
港
南
区
、
磯
子
区
の
一
部
）

と
藤
沢
市
、
鎌
倉
市
、
逗
子
市
、
葉
山
町
と
い
う
湘
南
地
帯
お
よ
び
三
浦
市
に
設
定
し
た
。
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口
　
基
域
の
設
定

　
（
　
か
く
し
て
確
定
さ
れ
た
全
域
に
お
い
て
、
分
析
の
基
本
的
単
位
で
あ
る
基
域
は
原
則
と
し
て
、
歴
史
的
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
社
会
と
い
う

基
準
か
ら
選
定
さ
れ
た
。
最
終
的
に
設
定
さ
れ
た
基
域
お
よ
び
そ
の
名
称
は
図
2
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
全
域
北
部
の
様
に
都
市
化

の
激
し
い
地
区
で
は
、
旧
来
か
ら
の
地
域
社
会
が
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
社
会
的
意
味
を
喪
失
し
て
し
ま
つ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
か
つ
た
。
ま
た
、
社
会
的
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
社
会
と
い
つ
て
も
、
具
体
的
な
分
析
で
は
行
政
上
の
資
料
に
負
う
所
大

き
く
、
各
地
方
自
治
体
の
支
所
の
あ
り
方
に
強
く
左
右
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
こ
う
し
た
限
定
づ
ぎ
で
は
あ
れ
、
右
の
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て

具
体
的
に
は
町
村
合
併
以
前
の
町
や
村
の
範
域
を
基
域
に
と
り
、
可
能
な
限
り
合
併
以
前
の
単
位
に
統
計
を
組
み
直
し
て
利
用
し
た
。
次
に
、
か

く
し
て
設
定
さ
れ
た
基
域
が
ど
の
程
度
ま
と
ま
り
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
を
判
断
す
る
一
助
と
し
て
、
行
政
区
画
の
変
遷
を
み
て
お
こ
う
。

第
二
節
　
全
域
の
歴
史
的
概
観

　
主
成
分
分
析
の
結
果
を
報
告
す
る
前
に
、
そ
の
際
設
定
し
た
各
基
域
の
歴
史
的
変
遷
を
概
略
的
に
記
述
す
る
と
共
に
、
横
須
賀
が
辿
つ
て
き
た

変
動
過
程
に
つ
い
て
も
一
言
し
て
お
こ
う
。
特
に
、
横
須
賀
の
歴
史
的
概
観
を
主
成
分
分
析
の
結
果
報
告
に
先
だ
つ
て
お
こ
な
う
こ
と
は
、
分
析

結
果
を
よ
り
一
層
理
解
し
ゃ
す
く
す
る
た
め
の
準
備
作
業
で
も
あ
る
。

　
　
　
イ
　
各
基
域
ご
と
の
歴
史
的
変
遷

　
（
　
各
基
域
が
行
政
上
の
区
画
と
し
て
ど
う
い
つ
た
変
遷
を
遂
げ
て
き
た
の
か
を
一
覧
表
に
表
わ
し
た
も
の
が
、
表
3
（
別
掲
、
折
込
表
）
で
あ
る
。

同
表
か
ら
、
設
定
さ
れ
た
基
域
が
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
年
）
に
制
定
さ
れ
た
市
制
町
村
制
下
の
行
政
区
画
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
理
解

さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
例
外
的
に
は
、
二
基
域
で
一
町
村
を
構
成
し
て
い
る
ケ
ー
ス
（
横
須
賀
市
の
旧
浦
郷
村
、
旧
浦
賀
町
、
横
浜
市
の
旧
日
下
村
）
や
一



基
域
が
数
村
か
ら
成
る
ケ
ー
ス
（
横
須
賀
市
の
西
部
基
域
、
鎌
倉
市
の
鎌
倉
基
域
等
）
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
ま
た
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
に
若
干

の
境
界
変
更
も
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
本
研
究
の
立
脚
す
る
基
域
は
行
政
区
画
か
ら
み
て
、
歴
史
的
に
は
一
つ
の
ま
と
ま
り
あ
る
地
域
社
会
を
構

成
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
事
実
は
、
社
会
移
動
の
激
し
い
全
域
北
部
地
区
を
除
け
ば
現
在
で
も
な
お
、
居
住
者
の
生
活
意
識
の
な
か
に
な

ん
ら
か
の
形
で
、
こ
れ
ら
の
基
域
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
た
地
域
社
会
の
範
域
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
合
併
時
期
が
新
し
い
基
域
ほ
ど
強
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
表
3
を
合
併
時
期
別
に
再
整
理
し
て
み
ょ
う
。
そ
の
結
果
は
表
4

で
あ
る
が
、
大
半
の
基
域
は
戦
前
、
特
に
昭
和
十
年
代
に
独
立
し
た
行
政
区
画
と
し
て
は
消
滅
し
て
い
る
。
横
浜
市
と
横
須
賀
市
に
つ
い
て
は
、

そ
の
結
果
、
現
行
の
行
政
区
画
が
確
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
両
市
の
合
併
は
質
を
異
に
し
、
横
須
賀
市
の
場
合
に
は
軍
部
か
ら
の
強
い
要
請
ー

「
道
義
的
高
度
国
防
国
家
完
成
の
た
め
名
実
共
に
完
備
せ
る
世
界
最
大
の
軍
港
都
市
の
実
現
」
へ
向
け
て
の
合
併
で
あ
つ
た
の
に
対
し
て
、
横
浜

市
の
そ
れ
は
都
市
化
に
と
も
な
う
都
市
行
政
上
の
必
要
性
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
全
域
三
八
基
域
中
、
横
浜
市
、
横
須
賀
市
を
含
め
て

二
六
基
域
が
戦
前
の
段
階
に
行
政
区
画
と
し
て
の
独
立
性
を
失
つ
て
し
ま
つ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
戦
後
ま
で
独
立
町
村
と
し
て
存
続
し
て

い
た
の
は
二
基
域
に
す
ぎ
な
い
。
厳
密
な
意
味
で
明
治
地
方
制
度
下
の
行
政
区
画
を
現
在
ま
で
保
持
し
続
け
て
い
る
の
は
葉
山
町
、
一
基
域
に

す
ぎ
な
い
（
表
4
註
記
参
照
）
。

　
こ
こ
か
ら
、
本
研
究
が
当
初
設
定
し
た
「
歴
史
的
に
ま
と
ま
り
を
も
つ
地
域
社
会
」
と
い
う
基
準
が
実
際
の
基
域
設
定
に
あ
た
つ
て
、
ど
の
程

度
満
さ
れ
た
か
は
、
疑
わ
L
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
確
か
に
一
八
八
九
年
か
ら
数
え
て
少
な
く
と
も
四
・
五
十
年
間
ほ
と
ん
ど
の
基
域
は
独

立
性
を
保
持
し
て
い
た
と
は
い
え
、
逆
に
、
後
半
期
の
同
じ
長
さ
の
期
間
だ
け
そ
れ
ら
の
基
域
は
、
合
併
・
編
入
さ
れ
た
一
行
政
支
所
と
し
て
存

続
し
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
社
会
変
動
の
観
点
か
ら
す
る
な
ら
ぽ
、
そ
の
後
半
期
こ
そ
重
要
な
意
味
を
持
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各

基
域
の
合
併
が
完
了
し
た
一
九
五
五
年
以
降
、
現
在
に
至
る
期
間
こ
そ
、
地
域
社
会
の
変
貌
が
最
も
著
し
い
期
間
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

設
定
し
た
基
域
に
は
、
三
浦
市
初
声
、
南
下
浦
基
域
の
様
に
現
在
で
も
中
学
校
区
と
し
て
持
続
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
例
外
に
す
ぎ
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表一4合併時期別の基域

横
須
賀
の
地
域
構
成

基
域 名 域

数
｝

逸見，本庁

鎌倉 5
本庁，辻堂

　　基

横須賀市

鎌倉市
藤沢市

6

16

3

6

2

横須賀市　　追浜，田浦，衣笠

鎌倉市　　腰越

横浜市　　笹下・日野，上笹下

横須賀市　　久里浜，浦賀・大津・北下浦，西部

藤沢市　　六会

横浜市　中川，川上，戸塚，中和田，永野，

　　　　　　大正，豊田，本郷，金沢，六浦

鎌倉市　深沢，大船
藤沢市　　片瀬

三浦市　　初声，三崎・南下浦

藤沢市　御所見，遠藤，長後

逗子市
葉山町

区分時期
1）大正末年まで

　　　（1926）

2）昭和十年まで

　　　（1935）

3）昭和二十年まで

　　　（1945）

（4）昭和二十七年まで

　　（1952）

（5）昭和二十八年以降

　　（1953）

（6〉変更なし

＊　逗子市は昭18～25，横須賀市に編入されていたが，むしろ，独立地域としての期間が長

　かつたので変更なしに一応分類。

一
二
　
（
三
一
二
）

な
い
。横

須
賀
を
中
心
と
し
た
地
域
分
析
に
着
手
し
た
の
は
、
た
ん

に
地
域
的
分
化
を
知
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
今
回
の
研
究

は
も
つ
ば
ら
地
域
構
成
お
よ
び
地
域
類
型
に
分
析
の
焦
点
が
当

て
ら
れ
て
い
る
が
、
本
研
究
に
は
も
と
も
と
、
地
域
分
析
か
ら

結
論
さ
れ
る
地
域
の
性
格
が
そ
の
地
域
で
展
開
さ
れ
る
住
民
生

活
や
住
民
活
動
と
如
何
な
る
関
連
を
持
つ
の
か
、
と
い
う
研
究

関
心
が
伏
在
し
て
い
る
。
こ
の
関
心
か
ら
す
れ
ば
基
域
設
定
も

後
述
の
変
数
選
択
も
十
全
と
は
い
い
難
い
が
、
右
記
の
関
連
性

を
追
求
す
る
今
後
の
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
な
か
で
再
度
、
基
域

設
定
の
妥
当
性
や
あ
る
べ
き
姿
と
い
う
問
題
を
取
上
げ
て
ゆ
き

た
い
。

　
　
口
　
横
須
賀
の
都
市
形
成
史
概
観

（既
に
前
節
に
お
い
て
、
現
代
の
横
須
賀
が
持
つ
社
会
的
性
格

を
大
掴
み
な
が
ら
列
記
し
た
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
特
質
が
横
須

賀
と
い
う
都
市
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
ど
う
創
出
さ
れ
て
き

た
の
か
を
一
瞥
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
都
市
形
成



史
は
そ
れ
自
体
で
一
つ
の
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
の
で
、
本
格
的
な
検
討
は
他
日
を
期
し
た
い
。

　
横
須
賀
と
い
う
都
市
が
発
展
し
た
の
は
周
知
の
と
お
り
、
国
家
に
よ
る
軍
事
費
の
地
域
的
集
中
投
下
の
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
横
須
賀
に
製
鉄

所
が
江
戸
幕
府
に
ょ
り
開
設
さ
れ
た
の
は
一
八
六
五
年
（
慶
応
元
年
）
の
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
三
年
後
の
六
八
年
（
明
治
元
年
）
で
す
ら
現
在

の
横
須
賀
中
心
部
に
は
全
戸
数
二
〇
六
戸
の
一
寒
村
が
あ
る
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
横
須
賀
が
都
市
と
し
て
の
基
盤
を
形
成
す
る
の
は
、
明
治
政
府

に
よ
る
「
富
国
強
兵
」
政
策
の
推
進
、
特
に
目
清
、
日
露
の
両
戦
役
を
経
過
し
た
後
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
戦
前
の
横
須
賀
は
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

間
産
業
と
し
て
は
み
る
べ
き
も
の
の
な
い
、
純
粋
な
る
軍
事
都
市
で
あ
つ
た
。
と
り
わ
け
、
横
須
賀
は
第
一
海
軍
区
の
鎮
守
府
の
所
在
地
で
あ

り
、
か
つ
、
首
都
防
備
の
要
塞
地
帯
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
横
須
賀
鎮
守
府
に
所
属
す
る
横
須
賀
海
軍
工
廠
は
都
市
形
成
に
と
つ
て
重
要
で
あ
る
。

第
一
海
軍
区
鎮
守
府
と
東
京
港
要
塞
司
令
部
が
設
置
さ
れ
、
海
軍
工
廠
が
幕
府
の
製
鉄
所
の
後
身
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
が
、
横
須
賀
を
「
軍
人

と
職
工
」
の
都
市
に
し
て
い
つ
た
。
で
は
、
横
須
賀
が
い
つ
頃
、
戸
数
わ
ず
か
二
〇
六
戸
の
一
寒
村
か
ら
全
国
有
数
の
軍
事
都
市
へ
発
展
し
て
い

つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
図
3
は
明
治
か
ら
の
人
口
変
動
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
一
八
九
〇
年
代
前
半
期
ま
で
は
大
き
な
人
口
変
動
が
み
ら
れ
る
。

そ
れ
以
降
も
、
日
露
戦
争
後
と
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
時
お
よ
び
関
東
大
震
災
の
際
に
は
戦
前
に
あ
つ
て
も
人
口
減
少
が
み
ら
れ
る
が
、
相
対
的

な
意
味
で
は
一
八
九
〇
年
代
前
半
期
以
前
の
変
動
ほ
ど
激
し
い
も
の
で
は
な
い
。
人
口
の
動
き
だ
け
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
　
一
九
〇
七
年
（
明
治
四

十
年
）
の
市
域
拡
張
以
降
は
、
全
般
的
に
人
口
漸
増
傾
向
が
続
い
て
ゆ
く
。
人
口
変
動
の
パ
タ
ー
ン
が
一
九
〇
七
年
以
降
は
安
定
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
都
市
の
定
義
を
矢
崎
武
夫
に
従
つ
て
統
合
機
関
の
集
積
地
と
す
る
な
ら
ば
、
横
須
賀
に
お
い
て
統
合
機
関
を
摘
出
し
、
そ
の
形
成
時
期
を
調
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
統
合
機
関
と
し
て
横
須
賀
で
取
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
純
軍
事
都
市
で
あ
る
性
格
上
、
そ
の
軍
事
前
な
諸
機
関

f
具
体
的
に
は
、
横
須
賀
鎮
守
府
、
海
軍
工
廠
、
要
塞
司
令
部
で
あ
る
。
横
須
賀
鎮
守
府
は
か
つ
て
横
浜
に
あ
つ
た
東
海
鎮
守
府
の
後
身
で
あ
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図一3　横須賀市　1884年～1932年　人口推移
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一
四
　
（
三
一
四
）

つ
て
、
｝
八
八
四
年
（
明
治
円
七
年
）
に
移
転
さ
れ
て
い
る
。
同
鎮
守
府

は
戦
前
市
内
に
存
在
し
た
海
軍
関
係
部
局
ー
海
軍
工
廠
、
海
軍
港

務
部
、
同
経
理
部
、
海
兵
団
、
防
備
隊
、
海
軍
病
院
の
統
轄
機
関
で

あ
つ
て
、
横
須
賀
最
大
の
統
合
機
関
で
あ
つ
た
。
こ
の
鎮
守
府
に
所

属
し
な
が
ら
も
、
直
接
的
に
「
職
工
」
を
管
理
し
た
の
が
海
軍
工
廠

で
あ
つ
た
。
海
軍
工
廠
は
幕
末
の
製
鉄
所
か
ら
、
造
船
所
ー
海
軍

造
船
所
ー
鎮
守
府
造
船
部
－
海
軍
造
船
廠
と
幾
度
か
名
称
を
変

更
し
て
、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
年
）
、
最
終
的
に
造
船
廠
と
造
兵

廠
と
を
合
併
し
て
海
軍
工
廠
と
な
つ
た
。
こ
う
し
た
名
称
変
更
は
た

ん
な
る
組
織
改
革
に
止
ま
ら
な
い
。
工
廠
に
お
い
て
最
初
の
本
格
的

な
（
鋼
骨
鉄
皮
の
）
軍
艦
、
愛
宕
七
三
七
屯
が
進
水
し
た
の
は
明
治
も

二
十
年
（
一
八
八
七
年
）
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
か
ら
わ

ず
か
二
十
年
足
ら
ず
で
、
当
時
世
界
最
大
の
規
模
を
誇
つ
た
戦
艦
・

薩
摩
一
九
、
三
二
七
屯
が
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
帝
国
海
軍

の
有
す
る
造
船
能
力
が
世
界
的
水
準
に
到
達
し
た
こ
と
を
物
語
る
と

同
時
に
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
自
体
も
完
成
の
域
に
達
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
同
工
廠
で
働
く
職
工
数
を
と
つ
て
み
て
も
、
一
九
〇
七
年

に
は
一
二
、
九
五
五
名
を
も
擁
し
て
お
り
、
職
工
数
が
不
明
な
フ
ァ
シ



ズ
ム
期
（
（
こ
の
期
間
が
最
大
の
職
工
数
を
擁
し
た
と
考
え
ら
れ
る
）
を
除
外
す
る
と
、
最
高
の
職
工
数
に
達
し
た
一
九
二
二
年
（
大
正
＋
一
年
）
の
一

六
、
九
一
六
名
と
比
較
し
て
も
遜
色
は
な
い
。
海
軍
工
廠
の
特
殊
性
と
し
て
、
幾
度
か
の
戦
争
勃
発
に
ょ
り
職
工
数
は
激
増
し
、
そ
の
終
結
と
共

に
縮
小
す
る
。
そ
れ
は
軍
縮
も
例
外
で
は
な
か
つ
た
。
こ
う
し
て
、
軍
部
へ
の
依
存
度
の
強
い
横
須
賀
は
戦
争
と
共
に
好
況
－
不
況
を
幾
度
も
経

験
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
以
上
の
海
軍
関
係
施
設
に
比
べ
て
横
須
賀
の
場
合
、
陸
軍
の
持
つ
ウ
ェ
ー
ト
は
そ
れ
程
大
き
く
は
な
か
つ
た
。
東
京

湾
要
塞
司
令
部
の
下
に
、
重
砲
兵
第
一
旅
団
、
横
須
賀
衛
戌
病
院
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
司
令
部
設
置
は
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
年
）
で
あ
つ

た
。
こ
れ
ら
統
合
機
関
は
内
容
的
に
み
て
も
、
海
軍
工
廠
の
完
成
す
る
一
九
〇
〇
年
代
前
半
期
ま
で
に
は
整
備
が
全
く
完
了
し
て
い
る
。

　
以
上
の
統
合
機
関
の
整
備
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
年
）
に
は
旧
横
須
賀
町
と
旧
豊
島
町
と
が
合
併
し
、
翌
年
に
ば

市
制
が
施
行
さ
れ
た
。
両
町
の
合
併
が
、
横
須
賀
の
都
市
的
発
展
の
結
果
で
あ
つ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
く
し
て
、
横
須
賀
の
都
市
形

成
は
一
九
〇
七
年
ま
で
に
完
了
し
て
い
た
と
結
論
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
両
町
の
発
展
が
い
か
に
密
接
に
関
連
し
て
い
た
か
は
、
左
記
の
人
口
増
加
の
様
子
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七

年
）
に
は
横
須
賀
町
、
豊
島
町
は
各
々
八
、
七
〇
〇
人
、
二
、
六
〇
〇
人
で
あ
つ
た
が
、
合
併
の
提
案
が
な
さ
れ
た
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
年
）

に
は
各
々
三
六
、
九
五
九
人
、
一
八
、
八
一
八
人
（
帝
国
統
計
年
鑑
）
と
激
増
し
て
お
り
、
こ
の
一
九
年
間
の
増
加
率
は
各
々
三
・
三
倍
、
六
・
二

倍
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
埋
立
地
か
階
段
状
の
丘
陵
地
へ
延
び
て
ゆ
く
外
は
な
い
横
須
賀
の
人
口
が
町
境
を
越
え
て
、
豊
島
町
の
側
へ
急
速
に

伸
長
し
て
い
つ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
市
制
施
行
当
時
の
市
内
人
口
は
六
二
、
八
七
六
人
（
年
度
末
）
で
あ
つ
た
。

　
次
に
、
都
市
形
成
完
了
以
降
の
戦
前
の
変
動
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
り
返
つ
て
お
こ
う
。
ま
ず
第
一
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
横
須
賀
を

中
心
と
し
た
小
都
市
圏
の
確
立
と
そ
の
崩
壊
の
徴
し
で
あ
る
。
横
須
賀
海
軍
関
係
施
設
は
そ
の
後
も
拡
大
の
一
途
を
辿
る
が
、
そ
の
発
展
は
新
た

な
統
合
機
関
の
設
置
と
い
う
形
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
基
本
的
に
は
既
成
の
統
合
機
関
の
拡
大
・
発
展
で
あ
つ
た
。
こ
れ
を
地
域
的
に
み
る
な
ら

ば
、
市
北
部
に
位
置
す
る
旧
田
浦
町
へ
の
地
域
的
拡
大
と
な
つ
て
現
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
主
だ
つ
た
も
の
は
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
造
兵
部
お
よ
び
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五
　
　
（
三
一
五
）
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須
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一
六
　
　
（
三
一
六
）

軍
需
部
の
拡
充
で
あ
り
、
横
須
賀
海
軍
航
空
隊
お
よ
び
海
軍
航
空
廠
の
新
設
で
あ
つ
た
。
海
軍
水
雷
学
校
の
田
浦
へ
の
移
転
に
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
旧
横
須
賀
市
内
に
存
在
し
た
軍
事
的
機
関
が
拡
大
・
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
ば
、
既
に
旧
市
内
で
は
狭
隆
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
新
た
な
軍

用
地
を
求
め
て
旧
田
浦
町
へ
と
転
出
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
旧
市
内
に
は
海
軍
の
中
枢
管
理
機
構
を
残
し
な
が
ら
、
主
に
市
北
部
．

旧
田
浦
町
へ
と
軍
関
係
施
設
は
地
域
的
に
発
展
し
、
そ
の
結
果
、
地
域
的
分
化
が
進
ん
で
い
つ
た
。
軍
事
的
機
関
が
北
進
し
た
の
に
対
し
て
、
住

宅
地
は
旧
豊
島
町
か
ら
更
に
旧
衣
笠
町
、
旧
浦
賀
町
へ
と
、
い
わ
ば
南
進
す
る
形
で
拡
大
し
て
ゆ
く
。
明
治
末
の
市
街
地
拡
大
の
様
子
を
、
当
時

の
人
は
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
横
須
賀
に
市
制
を
布
か
れ
た
の
は
明
治
四
十
年
二
月
十
五
日
、
爾
来
、
市
街
の
膨
張
は
驚
ろ
く
可
き
も
の
で
、
不
入
斗
、
深
田
、
佐
野
等
は
近
来
と
錐
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
日
と
し
て
新
築
家
屋
の
落
成
を
見
ぬ
と
云
う
事
は
な
い
、
盤
鉋
の
音
到
る
処
に
起
り
て
新
進
発
育
の
気
は
、
初
夏
の
樹
木
の
欝
々
と
し
て
緑
り
を
吹
く
が
如

　
　
く
で
あ
る
。
…
…
辺
見
（
逸
見
）
の
一
面
は
山
、
横
須
賀
の
一
面
は
海
で
、
此
上
土
地
の
拡
が
り
様
が
な
い
。
横
須
賀
市
の
進
歩
は
浸
々
と
し
て
反
対
の
南

　
　
へ
南
へ
進
ん
で
行
く
、
旧
豊
島
村
が
町
と
な
り
市
に
含
ま
る
』
迄
は
極
め
て
短
い
時
日
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
而
も
山
を
開
ぎ
道
を
設
て
三
目
見
ぬ
間
の
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ヴ

　
　
よ
り
も
激
し
い
変
化
で
あ
る
。
（
括
弧
内
は
引
用
者
。
以
下
同
じ
）

　
軍
事
的
機
関
の
北
進
と
住
宅
地
の
南
下
は
、
旧
横
須
賀
市
に
隣
接
し
た
旧
田
浦
町
、
旧
衣
笠
町
の
戦
前
に
お
け
る
急
激
な
人
口
増
加
と
な
つ
て

図
4
に
現
わ
れ
て
い
る
。
海
軍
工
廠
の
拡
充
は
遠
来
の
人
々
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
郷
の
村
々
の
青
年
た
ち
を
も
吸
収
し
て
い
つ
た
。
旧
横
須
賀

市
に
隣
接
し
た
旧
浦
賀
町
大
津
で
は
、
す
で
に
明
治
末
年
に
は
「
男
子
の
多
く
海
軍
造
船
職
工
と
な
り
て
勤
務
す
る
も
の
多
く
金
銭
収
入
多
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

従
い
稽
奢
修
に
移
る
の
非
を
見
る
」
と
い
わ
れ
た
程
、
そ
の
影
響
力
は
大
き
か
つ
た
。
こ
う
し
て
、
新
規
来
住
者
の
住
宅
地
が
旧
横
須
賀
市
外
へ

拡
張
し
て
ゆ
く
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
在
の
村
々
か
ら
も
青
年
層
を
中
心
に
職
工
が
産
み
だ
さ
れ
、
海
軍
工
廠
を
中
心
に
通
勤
圏
が
成
立
し
て
い

つ
た
の
で
あ
る
。
時
代
は
下
つ
て
昭
和
期
に
な
る
と
、
田
浦
に
あ
っ
た
海
軍
工
廠
造
兵
部
へ
も
「
三
浦
郡
、
横
須
賀
市
、
久
良
岐
郡
（
横
浜
市
南
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

鎌
倉
郡
等
か
ら
も
通
勤
し
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
結
果
、
旧
横
須
賀
市
と
旧
田
浦
町
と
の
間
に
は

　
　
　
　
（
両
地
域
を
結
ぶ
交
通
網
の
整
備
と
共
に
）
定
期
ニ
テ
利
用
ス
ル
海
軍
官
衙
学
校
艦
船
其
ノ
他
ノ
官
公
衙
銀
行
会
社
等
二
勤
務
ス
ル
軍
人
軍
属
職
工
ノ
、
・
・
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一
八
　
　
（
一
三
八
）

　
　
ニ
テ
モ
五
、
○
O
O
入
ヲ
下
ラ
ザ
ル
ベ
ク
。
尚
徒
歩
自
動
車
ニ
テ
往
復
ス
ル
者
モ
彩
シ
ク
益
々
交
通
頻
繁
ト
ナ
リ
…
…
（
神
奈
川
県
提
出
、
横
須
賀
市
．
田

　
　
浦
町
合
併
理
由
書
、
一
九
三
三
年
）

と
い
わ
れ
る
様
な
通
勤
現
象
が
生
じ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
職
工
層
の
み
に
関
心
を
払
つ
て
き
た
が
、
こ
の
理
由
書
に
は
営
外
居
住
の
軍
人
．
軍
属

に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
高
級
軍
人
・
軍
属
に
つ
い
て
は
明
治
二
十
年
代
に
開
通
を
み
た
横
須
賀
線
の
た
め
に
、
湘
南
の
住
宅
地
・
鎌
倉

に
ま
で
通
勤
圏
が
広
が
つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
目
本
の
都
市
社
会
学
の
古
典
と
も
い
う
べ
き
『
現
代
大
都
市
論
』
の
な
か
で
、
奥
井
復
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

は
鎌
倉
調
査
結
果
を
報
告
し
、
同
町
内
通
勤
者
の
一
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
二
一
名
が
横
須
賀
通
勤
者
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
同
調
査
報
告

に
は
勤
務
地
と
職
業
と
の
ク
・
ス
集
計
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
職
業
別
で
は
軍
人
（
二
八
四
名
）
、
官
公
吏
教
員

（
六
四
二
名
）
が
際
立
つ
て
多
く
、
こ
れ
ら
軍
人
・
軍
属
が
横
須
賀
通
勤
者
の
主
流
で
あ
つ
た
と
推
定
し
う
る
。
し
か
も
、
当
時
既
に
高
級
別
荘

地
・
住
宅
地
の
名
声
が
定
着
し
て
い
た
鎌
倉
か
ら
の
通
勤
老
は
高
級
軍
人
・
軍
属
で
あ
つ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　
史
料
の
時
代
は
異
な
る
も
の
の
、
以
上
か
ら
、
旧
横
須
賀
を
中
心
に
鎌
倉
を
北
限
と
す
る
小
都
市
圏
が
、
東
京
、
横
浜
大
都
市
圏
と
は
相
対
的

に
独
立
し
た
形
で
成
立
し
て
い
た
と
結
論
さ
れ
よ
う
。
都
市
圏
の
問
題
は
通
勤
圏
の
み
で
は
な
く
、
購
買
圏
等
の
商
品
流
通
圏
、
都
市
人
口
流
入

圏
等
か
ら
も
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
今
回
の
概
観
で
は
通
勤
圏
の
側
面
に
限
定
し
た
。
た
だ
し
、
商
品
流
通
圏
に
関
し
て
一
言
す
る
と
、

横
須
賀
で
消
費
さ
れ
る
生
活
物
資
の
多
く
は
東
京
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
小
売
店
に
達
す
る
ま
で
の
流
通
過
程
に
つ
い
て
の
み
妥

当
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
個
々
の
居
住
者
の
購
買
圏
は
あ
く
ま
で
横
須
賀
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
横
須
賀
小
都
市
圏
の
範
域
は
昭
和
初
頭
の
段
階

で
、
北
は
鎌
倉
、
横
浜
南
部
、
南
は
横
須
賀
西
部
に
ま
で
及
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
最
終
的
な
地
域
的
確
定
は
今
後
の
研
究
に
待
つ
外
は

な
い
。

　
横
須
賀
小
都
市
圏
の
成
立
が
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
の
旧
衣
笠
町
と
旧
田
浦
町
の
、
更
に
三
七
年
（
昭
和
一
二
年
）
の
旧
久
里
浜
村
の
吸

収
合
併
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
、
こ
れ
ら
二
町
一
村
と
の
合
併
は
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
に
認
下
さ
れ
た
都
市
計
画
法
指
定
区
域
と
行
政



区
画
と
の
一
致
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
同
区
域
に
属
し
な
が
ら
も
合
併
が
実
現
さ
れ
な
か
つ
た
の
は
、
江
戸
時
代
以
来
繁
栄
を
誇
つ
て
き
た
旧

浦
賀
町
の
み
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
、
二
次
に
亘
る
市
域
拡
張
は
ま
さ
に
、
横
須
賀
の
都
市
的
発
展
の
結
果
だ
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
小
都
市
圏
が
大
都
市
圏
か
ら
の
脅
威
を
全
く
受
け
な
か
つ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
崩
壊
の
徴
し
は
商
業
活
動
の
場
面
で
敏

感
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
（
横
須
賀
は
）
…
…
元
来
が
、
海
軍
工
廠
と
い
う
、
官
業
工
場
を
中
心
と
し
て
発
展
し
た
土
地
で
何
一
つ
生
産
を
持
た
ず
、
全
く
の
消
費
都
市
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
今
日
ま
で
は
、
何
等
の
考
え
も
起
ら
ず
に
、
経
過
し
て
来
た
が
、
近
来
海
軍
方
面
で
は
、
購
売
組
合
を
設
置
し
、
海
軍
関
係
、
工
廠
関
係
者
の
便
宜
を
図
る

　
　
こ
と
N
な
つ
た
為
め
、
市
内
商
人
は
、
大
打
撃
を
被
む
る
様
に
な
り
…
…
同
時
に
、
一
方
湘
南
電
鉄
の
開
通
以
来
、
交
通
の
便
を
利
用
し
て
、
顧
客
は
京
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
方
面
に
走
る
よ
う
に
な
つ
て
来
て
、
益
々
不
況
に
陥
る
ば
か
り
と
な
つ
た
。

こ
こ
に
い
う
湘
南
電
鉄
と
は
現
在
の
京
浜
急
行
で
あ
る
が
、
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
に
は
浦
賀
i
横
浜
黄
金
町
間
が
開
通
し
、
翌
年
に
は

横
浜
駅
乗
入
れ
を
果
し
翌
々
年
に
は
品
川
へ
の
乗
入
れ
を
お
こ
な
い
、
東
京
、
横
浜
大
都
市
へ
の
社
会
的
距
離
が
短
縮
し
た
。
こ
の
た
め
、
横
須

賀
の
購
買
圏
に
も
変
化
を
き
た
し
つ
つ
あ
つ
た
。
た
だ
し
、
一
九
三
〇
年
代
の
商
業
停
滞
の
原
因
は
根
本
的
に
は
全
国
的
不
況
に
あ
り
、
横
須
賀

に
関
す
る
購
買
圏
の
変
化
が
ど
の
程
度
の
規
模
で
起
つ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
前
後
か
ら
、
日
本
全
体
の
フ

ァ
シ
ズ
ム
化
の
な
か
で
横
須
賀
は
好
況
を
取
戻
し
て
い
つ
た
。
か
く
て
、
横
須
賀
小
都
市
圏
の
解
体
は
戦
後
に
持
越
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、

大
都
市
に
隣
接
し
な
が
ら
も
相
対
的
に
独
立
し
た
小
都
市
圏
が
昭
和
期
に
入
つ
て
「
危
機
」
を
迎
え
た
こ
と
は
注
目
し
て
お
い
て
も
よ
い
。
地
理

的
に
は
そ
う
遠
く
な
い
距
離
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
横
須
賀
小
都
市
圏
が
独
立
性
を
保
ち
え
た
原
因
の
一
端
は
、
次
に
述
べ
る
民
間
産
業
の

未
発
達
に
あ
つ
た
。

　
戦
前
ま
で
の
横
須
賀
に
は
、
民
間
産
業
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
が
少
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
工
業
の
場
合
特
に
そ
う
で
あ
る
。
海
軍
工
廠
は
そ
れ

自
体
で
亮
結
し
て
お
り
、
民
間
関
連
産
業
の
育
成
に
は
結
び
つ
か
な
か
つ
た
。
こ
の
こ
と
こ
そ
民
問
産
業
未
発
達
の
最
大
原
因
で
あ
る
。
関
連
産

　
　
　
横
須
賀
の
地
域
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
（
一
三
九
）



表一5　旧横須賀市域における民間企業の規模と生産額（1913年末現在）

名 称

（株）横須賀鉄工所

原鉄工所

事業ノ種類

ノ
業
般
工
諸
鉄

同上
横浜電気（株）　　　電力及瓦斯

横須賀支店 　ノ供給

（株）日本点火燃料

横須賀防水布製造所

（株）横須賀麻工

天野式線火

ノ製造

葡
造
嚇
製

原　動　力

種類及員数

汽機1
電動機2

電動機1

汽機2
発電機2

馬力

5
ワ
‘1
3
7

電動機1

麻真田ノ

製造，電動機1

山中工場旨同上 電動機1

　　　　活版，石版印，石油発動機1
（株）横須賀印刷　刷及製本　　　　　　　電動機1

合計工場数 8

3，000
＊

1，700

2

2

2

ウ
θ
2

職　工　数
男

133

35

72

3

2

1

2

17

265

女

2

0

0

7

18

35

30

0

92

計

135

35

72

10

20

36

32

17

357

生産品ノ

価格

151，900

50，000

250，000

2，330

6，0001

14・98倒

11，239

11，567

498，021

横
須
賀
の
地
域
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
（
三
二
〇
）

　
　
　
業
を
育
成
し
な
か
つ
た
背
景
に
は
当
時
の
技

　
　
　
術
水
準
、
資
本
蓄
積
の
間
題
も
無
視
し
え
な

　
コ
　
諮
　
い
が
、
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
年
）
に
設

所
統
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

役
市
　
立
さ
れ
た
浦
賀
船
渠
（
株
）
が
軍
需
を
満
し

市
賀
獺
獺
　
な
が
ら
も
民
間
産
業
と
し
て
発
展
し
て
い
つ

横
回
：
一
　
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
重
要
な
原
因

所
第
出
『
　
　
　
　
　
”

　
　
　
は
海
軍
但
の
軍
事
機
密
を
含
め
た
軍
事
的
方

　
　
　
針
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
軍

　
ん
　
港
防
波
堤
工
事
（
一
九
一
一
年
）
に
し
て
も
、

　
示。
蜘
　
海
軍
建
築
部
が
直
接
担
当
し
た
。

ス
総
示
ノ
　
　
横
須
賀
の
都
市
形
成
が
完
了
し
た
一
九
一

ヲ
年
肩
仁
　
三
年
（
大
正
二
年
）
の
主
要
民
間
工
場
の
様

ツ
大
ワ
ハ
　
子
を
み
て
み
ょ
う
。
表
5
に
み
る
よ
う
に
、

ロ
格
陸
緬
　
原
動
力
規
模
と
い
い
、
職
工
数
と
い
い
、
極

ハ
品
印
産
　
め
て
低
い
水
準
に
あ
る
。
日
露
戦
争
後
の
海

米
生
L
2
　
軍
工
廠
の
職
工
数
一
二
、
九
五
五
人
と
比
べ

購
　
　
る
と
、
こ
れ
ら
「
主
要
」
工
場
に
働
く
総
数

　
　
　
は
三
五
七
人
に
し
か
達
せ
ず
、
実
に
微
々
た



る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
で
、
次
の
記
述
は
真
に
正
鵠
を
射
て
い
る
。

　
　
　
港
湾
と
造
船
所
、
い
わ
ゆ
る
横
須
賀
鎮
守
府
の
大
規
模
化
と
近
代
化
“
海
軍
工
廠
へ
の
横
須
賀
造
船
所
の
進
化
の
過
程
に
お
い
て
“
そ
れ
ら
が
い
か
に
大

　
　
規
模
な
工
事
で
あ
つ
た
か
と
い
う
こ
と
…
…
し
か
し
ま
た
、
そ
れ
ら
の
官
営
企
業
の
充
実
の
恩
恵
を
う
け
て
き
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
が
一
般
的
な
憶
測
で

　
　
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
く
対
照
的
な
こ
と
に
は
、
民
間
の
企
業
の
構
成
が
実
に
貧
弱
で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
銀
行
は
金
を
集
め
（
、
）
工
廠

　
　
は
そ
の
莫
大
な
土
木
工
事
に
さ
え
民
間
の
土
建
会
社
を
残
し
は
し
な
か
つ
た
。

　
　
　
ま
こ
と
に
本
市
は
、
工
廠
の
建
艦
を
目
標
に
求
め
ら
れ
て
集
中
し
た
人
口
だ
け
を
か
か
え
、
工
廠
な
し
の
生
活
を
考
え
る
余
裕
す
ら
与
え
ら
れ
な
か
つ

　
　
た
。
市
制
以
前
に
で
き
あ
が
つ
た
の
は
、
第
四
号
に
及
ぶ
ド
ッ
ク
と
い
く
つ
か
の
船
台
、
そ
れ
に
海
軍
病
院
や
水
交
社
と
い
つ
た
海
軍
だ
け
を
目
的
に
造
ら

　
　
れ
て
ゆ
く
造
営
物
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
、
銀
行
以
外
の
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
中
の
ご
く
サ
ー
ビ
ス
業
的
な
企
業
に
す
ぎ
ず
、
土
建
業
は
お
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

　
　
　
か
機
械
工
業
さ
え
、
い
な
機
械
修
理
業
さ
え
育
て
ら
れ
な
か
つ
た
。

　
こ
こ
に
記
さ
れ
た
明
治
末
年
の
事
態
は
敗
戦
時
ま
で
、
変
化
な
く
一
貫
し
て
続
い
て
ゆ
く
。
た
と
え
ば
一
九
三
八
年
（
昭
和
二
二
年
）
の
産
業
状

態
を
み
る
と
（
表
6
参
照
）
、
食
料
品
工
業
が
工
場
数
、
生
産
額
共
に
他
業
種
よ
り
群
を
抜
い
て
多
く
、
全
生
産
額
の
約
四
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
る
。
「
其
ノ
他
ノ
産
業
」
を
除
外
し
た
な
か
で
は
職
工
数
の
多
い
金
属
、
機
械
器
具
工
業
も
生
産
額
を
と
つ
て
み
る
と
、
各
々
三
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
、
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
そ
の
全
生
産
額
に
占
め
る
割
合
が
低
い
。
横
須
賀
の
民
間
産
業
は
著
し
く
第
三
次
産
業
に
偏
つ
て
お
り
、
意
外
な

こ
と
に
、
第
二
次
産
業
と
し
て
は
軽
工
業
中
心
の
零
細
企
業
が
主
流
な
の
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
、
戦
前
ま
で
の
横
須
賀
は
海
軍
工
廠
を
除
外
す
る

と
、
実
に
「
消
費
都
市
」
と
し
て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
り
、
工
業
都
市
と
し
て
は
極
め
て
劣
つ
て
い
た
。

　
で
は
、
市
民
生
活
は
ど
う
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
様
に
、
横
須
賀
は
純
粋
な
る
軍
事
都
市
で
あ
つ
た
た
め
に
、
市
民

生
活
は
全
て
の
面
に
亘
つ
て
戦
争
の
突
発
や
終
結
、
更
に
は
軍
縮
と
い
つ
た
軍
事
的
要
因
に
強
く
左
右
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。
た
と
え
ば
、

市
内
「
最
大
の
職
場
」
で
あ
る
海
軍
工
廠
を
み
て
も
、
極
め
て
不
安
定
で
あ
つ
た
。
そ
の
職
工
数
は
日
清
、
日
露
の
両
戦
争
を
つ
う
じ
て
増
大
す

る
が
、
戦
後
に
は
人
員
整
理
が
断
行
さ
れ
て
い
る
。
日
露
戦
争
で
一
二
、
九
五
五
名
に
膨
張
し
た
職
工
数
は
、
一
九
一
二
年
（
大
正
元
年
）
に
は
八
、

　
　
　
横
須
賀
の
地
域
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
（
三
二
一
）



（1938年現在）生産場表一6工

横
須
賀
の
地
域
構
成

工 数 生　　産 額

女 計 実　　　数 割　合

（円） （％）

24 30 15，675 0．3

2 128 195，280 3．8

一
241 487，751 9．5

一
58 398，711 7．8

一
73 211，763 4．1

2 81 139，915 2．7

11 225 2，136，718 41．8

一
12 976，192 19．1

571 629 555，473 10．9

610 1，477 5，117，478 100．0

職
　
男

　　6

126

241

58

73

79

214

12

58

867

工場数

2
　
　
　
9

14

　
4
　
14
　
12
　
43
1
　
1
4

113

紡織工業
金属工業
機械器具工業

化学工業
製材及木製工業

印刷及製本業

食料品工業

瓦斯及電気業

其ノ他工業

　　計

出所：r横須賀市勢要覧（昭和十五年度）』横須賀市役所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
（
三
二
二
）

六
八
六
名
と
四
、
二
六
九
名
の
減
少
を
み
せ
て
い
る
。
第
一
次
大
戦
の

際
に
も
同
様
で
あ
り
、
急
速
な
拡
張
で
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
に

は
一
六
、
九
一
六
名
に
達
し
た
職
工
数
は
、
数
次
に
亘
る
解
雇
に
よ
り

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
に
は
九
、
九
一
四
名
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
第
一
次
大
戦
終
結
と
共
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
の
影
響
で

も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
の
・
ン
ド
ン

軍
縮
会
議
の
影
響
は
数
回
に
亘
る
解
雇
完
了
の
後
の
こ
と
だ
け
に
、
少

な
か
つ
た
と
は
い
え
、
同
年
ま
で
に
一
〇
、
四
二
六
名
へ
と
回
復
し
た

職
工
数
は
、
二
年
後
の
三
二
年
に
は
再
び
七
、
七
九
七
名
へ
と
減
少
し

て
い
る
。
横
須
賀
の
「
主
要
産
業
」
で
あ
つ
た
海
軍
工
廠
の
職
場
と
し

て
の
不
安
定
性
は
都
市
・
横
須
賀
に
も
不
安
定
性
を
与
え
ず
に
は
お
か

な
か
つ
た
。
先
に
み
た
市
内
人
口
の
小
刻
み
な
変
動
も
そ
の
反
映
で
あ

つ
た
し
、
一
般
の
市
民
住
宅
に
も
そ
の
影
を
落
し
て
い
た
。

　
　
　
当
市
の
如
き
も
、
大
滝
・
旭
町
・
若
松
町
（
い
ず
れ
も
中
核
的
市
街
地
）

　
　
の
如
き
処
で
は
、
稽
々
落
付
い
た
家
も
其
処
此
処
に
見
え
る
が
、
其
の
他

　
　
の
方
面
で
は
、
試
験
的
に
店
を
開
い
て
い
る
家
が
多
い
様
で
あ
る
。
財
産

　
　
が
あ
つ
て
も
、
容
易
に
は
立
派
の
家
を
造
ら
な
い
、
従
つ
て
家
屋
の
構
造

　
　
は
堅
固
で
な
い
、
余
り
大
き
く
な
い
、
官
公
衙
の
外
は
誠
に
見
そ
ぼ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

　
　
い
建
物
許
り
で
あ
る
。
（
傍
点
は
引
用
者
）



「
試
験
的
」
な
居
住
を
強
い
ら
れ
る
人
々
が
、
常
に
横
須
賀
に
は
み
ら
れ
た
。
定
着
志
向
の
欠
如
は
、
明
治
以
降
急
激
な
人
口
増
加
を
み
た
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の
「
新
開
地
」
目
都
市
社
会
全
体
を
つ
う
じ
て
共
通
す
る
特
徴
で
あ
り
、
横
須
賀
に
限
定
さ
れ
る
性
格
で
は
な
い
。
だ
と
し
て
も
、
横
須
賀
の
場

合
に
は
、
海
軍
工
廠
の
不
安
定
性
と
一
過
性
「
市
民
」
で
あ
る
軍
人
の
存
在
に
よ
つ
て
、
そ
の
特
質
が
相
乗
効
果
を
も
つ
て
現
わ
れ
て
き
た
の
で

（
16
）

あ
る
。

　
都
市
形
成
が
完
了
し
た
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
の
横
須
賀
は
、
他
の
人
口
急
増
都
市
よ
り
も
は
る
か
に
男
性
優
位
の
都
市
で
あ
つ
た
。

営
外
居
住
の
軍
人
の
み
を
含
む
現
在
人
口
に
お
い
て
、
女
性
を
一
〇
〇
と
し
た
性
比
は
二
三
丁
七
で
あ
り
、
実
際
に
は
在
営
軍
人
が
軍
人
の
大

多
数
で
あ
つ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
極
端
に
男
性
が
多
か
つ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
軍
事
都
市
に
共
通
す
る
特
色
で
あ
る
が
、
現
代
の
都

市
居
住
者
と
好
対
照
を
な
す
事
実
は
、
在
営
居
住
軍
人
を
除
い
て
も
な
お
各
年
令
段
梯
に
お
い
て
無
配
偶
者
率
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
～
二

四
歳
層
で
八
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
割
合
は
当
時
の
都
市
の
状
態
を
考
え
れ
ば
当
然
だ
と
し
て
も
、
三
〇
～
三
四
歳
層
で
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
高

率
を
示
し
、
三
五
～
三
九
歳
層
、
四
〇
～
四
四
歳
層
で
も
い
ず
れ
も
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
依
然
と
し
て
高
率
を
保
っ
て
い
る
（
『
横
須
賀
市
第
一

回
統
計
書
、
大
正
四
年
度
』
）
。
ま
さ
し
く
明
治
末
年
の
横
須
賀
は
「
独
身
者
」
の
都
市
で
あ
る
が
、
そ
の
「
独
身
者
」
が
青
年
層
に
限
定
さ
れ
て
は

い
な
い
。
こ
う
し
た
数
値
を
前
提
に
す
れ
ば
、
私
生
児
の
割
合
の
高
さ
（
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
私
生
児
率
と
関
連
の
強
い
死
産
率
の
高
さ
（
一
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

五
パ
ー
セ
ン
ト
）
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
都
市
の
衛
生
状
態
の
劣
悪
さ
と
貧
民
層
の
滞
留
を
推
測
さ
せ
る
。

　
都
市
は
停
滞
的
で
な
い
限
り
、
つ
ね
に
「
寄
合
世
帯
」
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
都
市
が
「
成
熟
」
し
て
ゆ
く
に
従
つ
て
都
市
居
住
者
の
間

に
は
定
着
志
向
が
強
ま
り
、
「
愛
市
心
」
も
高
揚
さ
れ
て
ゆ
く
。
統
計
行
政
の
整
備
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
が
、
先
に
み
た
一
九
〇
七
年
の
無
配

偶
者
率
は
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
に
な
る
と
急
激
な
低
下
を
み
せ
、
三
〇
～
三
四
歳
層
で
は
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
五
～
三
九
歳
層
で
九
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
つ
た
（
『
横
須
賀
市
統
計
書
、
大
正
九
年
度
』
）
。
そ
れ
に
伴
い
、
私
生
児
率
も
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
し
、
死
産
率
も
七
パ
ー
セ
ン

ト
台
へ
、
更
に
二
五
年
に
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
台
へ
低
下
の
一
途
を
辿
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
都
市
生
活
環
境
の
整
備
が
進
み
、
住
民
の

　
　
　
横
須
賀
の
地
域
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
三
三
二
）



　
　
　
横
須
賀
の
地
域
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
（
三
二
四
）

間
に
も
定
着
志
向
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
相
対
的
な
意
味
で
、
そ
う
い
い
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
詳
し
い

説
明
は
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
都
市
生
活
環
境
の
整
備
主
体
で
あ
る
市
当
局
は
当
時
、
免
税
対
象
で
あ
る
広
大
な
軍
事
施
設
を
数

多
く
抱
え
て
、
恒
常
的
な
財
源
不
足
に
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
従
つ
て
、
都
市
生
活
環
境
の
整
備
に
十
分
手
が
回
る
は
ず
が
な
か
つ
た
。

横
須
賀
市
は
一
九
二
八
年
に
都
市
計
画
法
の
指
定
区
域
に
な
る
も
の
の
、
都
市
計
画
を
実
現
で
き
ぬ
ま
ま
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
突
入
し
て
い
つ

た
。
本
稿
で
は
、
市
民
の
定
着
志
向
が
強
ま
り
、
都
市
生
活
環
境
に
も
多
少
の
改
善
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
絶
対
的
に
は
共
に
一
貫
し
て
低
い
水

準
に
止
ま
つ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
に
止
め
る
。

　
第
一
海
軍
区
鎮
守
府
お
よ
び
要
塞
司
令
部
が
置
か
れ
た
横
須
賀
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
と
共
に
、
「
大
軍
港
都
市
」
建
設
に
向
つ
て
突
き
進
ん
で
い
つ

た
。
こ
の
結
果
が
一
九
四
三
年
に
実
現
を
み
た
第
三
次
合
併
ー
周
辺
六
ケ
町
村
の
吸
収
合
併
で
あ
つ
た
。
こ
こ
に
至
つ
て
、
戦
後
に
分
離
独
立

し
た
逗
子
を
除
い
て
、
現
在
の
市
域
が
確
定
す
る
の
で
あ
る
。
第
三
次
合
併
は
根
本
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
町
村
合
併
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
既

に
み
て
き
た
よ
う
に
、
第
二
次
合
併
ま
で
は
横
須
賀
の
都
市
的
発
展
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
つ
た
の
に
対
し
、
今
回
の
合
併
は
軍
・
横
須
賀
鎮
守

府
側
の
強
い
要
請
ー
「
当
鎮
守
府
ハ
帝
国
海
軍
戦
力
充
実
ノ
一
翼
ト
シ
テ
予
テ
懲
懸
シ
ッ
・
ア
ル
三
浦
半
島
一
帯
各
町
村
合
併
ノ
急
速
実
現
ヲ

要
望
ス
」
（
一
九
四
二
年
九
月
）
ー
に
基
づ
い
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
（
こ
の
点
が
、
後
に
み
る
横
須
賀
の
複
合
的
性
格
を
産
み
出
し
た
遠
因
で

あ
る
。
）

　
だ
が
、
「
大
軍
港
都
市
」
横
須
賀
は
敗
戦
に
よ
り
百
八
十
度
の
方
向
転
換
を
迫
ら
れ
る
。
軍
と
海
軍
工
廠
の
解
体
に
よ
り
、
仕
事
場
を
失
つ
た

人
々
は
横
須
賀
を
去
り
、
人
口
は
激
減
し
た
。
旧
軍
用
地
、
施
設
は
全
て
「
連
合
軍
」
に
接
収
さ
れ
た
。
横
須
賀
に
と
つ
て
唯
一
の
救
い
だ
つ
た

の
は
、
戦
災
を
免
れ
た
こ
と
位
い
で
あ
つ
た
。

　
軍
事
都
市
・
横
須
賀
の
崩
壊
の
な
か
か
ら
、
新
し
い
都
市
像
を
追
求
す
る
動
き
は
『
横
須
賀
市
更
生
対
策
要
項
』
（
一
九
四
五
年
一
二
月
策
定
）
と

な
つ
て
現
わ
れ
た
。
同
対
策
要
項
は
「
全
市
域
ニ
ハ
彪
大
ナ
ル
嘗
テ
ノ
軍
施
設
其
ノ
侭
残
存
シ
、
之
等
施
設
中
我
国
産
業
文
化
振
興
並
二
本
市
更



表一7　旧軍用財産転用調（総括）

区　　　　　　　　　　　　　　分 土　　　　　地 比　　率

100．o％

22．9

18，906，738m2数

4，332，586設施共

総

L公
13．5

9．7

0．7

3．1

4．1

5．4

2，544，856

1，826，775

　　136，463

　　581，618

　　772，832

1．014．898

A　横須賀市関係
、
1
．
譲
　
　 与　　財　　産

2．譲　　渡　　財　　産

3・借　　受　　財　　産

B　神　奈川県関係
C　官　　庁　　関　　係

横
須
賀
の
地
域
構
成

18．43，472，054

15．62，942，792

O．9175，145

1．9354，117

19．13，612，372

14．6

11．8

13．1

2，765，890

2，238，394

2，485，442

2．民間関係施設
　L　旧軍港市転換法による譲渡財産

　2．譲渡財産（法施行前）

　3，借　受　財　産

3．米軍関係施設

4．自衛隊関係施設

5．農地所管換財産

6．未利用その他
数
　
　
　
生
ノ
為
転
換
活
用
ス
ル
ヲ
適
当
ト
思
料
セ

の果
結
　
　
　
ラ
ル
ル
多
数
存
在
ス
ル
事
実
ハ
、
本
市
更

た
し
　
　
　
生
ノ
絶
好
ノ
条
件
」
と
、
そ
の
基
本
方
針

整調を
　
　
　
を
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
対
策
要
項

値徽
㍍
砿
　
は
、
そ
れ
が
達
成
す
べ
き
目
標
実
現
の
た

台
い
μ

の
で
　
　
め
の
制
度
化
さ
れ
た
手
段
を
何
一
つ
持
た

省
ん
月

臓
鵠
な
か
つ
た
た
め
、
た
ん
旨
標
を
提
示
し

脚
灘
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
．
そ
の
目
標
実
現
に

数
埋
』

測
び
地
　
は
、
横
須
賀
と
同
一
の
運
命
を
背
負
わ
さ

実
及
基

のの

羅
れ
て
い
借
軍
港
都
市
（
佐
世
保
、
呉
、
舞

も
た
賀

た
れ
須
　
鶴
市
）
が
提
携
し
て
実
現
を
み
た
　
「
旧
軍

き
さ
噛

“
鯉
課
　
港
都
市
転
換
法
」
（
一
九
四
九
年
四
月
制
定
）

理
で
策

処
産
対
　
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
同
法
の
成

来
財
地

瀦
柵
纏
　
立
に
よ
り
「
平
和
産
業
港
湾
都
市
」
へ
の

は
お
画

く
な
企
　
道
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
八
年

し
。
市

つ
る
賀

に
あ
須
　
ま
で
の
旧
軍
用
財
産
の
転
用
状
況
は
表
7

数
で
横

総
値
）
　
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
旧
軍
用
財

）
所
注
出

G
　
（
　
産
の
転
用
が
先
に
み
た
現
在
の
横
須
賀
の

　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
三
二
五
）



　
　
　
横
須
賀
の
地
域
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
（
三
二
六
）

社
会
的
特
徴
の
う
ち
、
次
の
二
点
を
決
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
平
和
産
業
港
湾
都
市
」
実
現
の
掛
け
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
駐
留
軍
」
と

呼
ば
れ
て
き
た
米
軍
の
関
係
施
設
は
半
永
久
化
す
る
形
で
存
続
し
、
し
か
も
、
自
衛
隊
関
係
施
設
も
増
設
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
敗
戦
当
時

は
消
滅
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
軍
事
都
市
と
し
て
の
性
格
は
、
明
治
以
来
一
貫
し
て
、
相
対
的
な
ウ
ェ
ー
ト
は
減
少
し
た
も
の
の
、
持
続
し
て

現
在
に
至
つ
て
い
る
。
他
方
、
民
間
関
係
施
設
に
転
用
さ
れ
た
旧
軍
用
地
は
工
業
用
地
と
な
り
、
戦
後
横
須
賀
の
工
業
化
を
支
え
て
き
た
。
な
か

で
も
、
旧
海
軍
航
空
廠
跡
地
は
現
在
、
横
須
賀
の
製
造
品
出
荷
額
の
大
半
を
産
す
る
追
浜
工
業
地
区
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
つ
て
い
る
。

　
更
に
、
戦
後
の
横
須
賀
の
変
動
を
考
え
る
際
看
過
し
え
な
い
の
は
、
旧
軍
用
財
産
の
公
共
施
設
へ
の
転
換
で
あ
る
。
市
内
の
都
市
施
設
や
生
活

表一8　旧軍用財産横須賀市関係転用調（総括，土地）

比　　率
　　　　（％）

　　100．0

土　地
　　（n璽
2．544．856

分区

数総

0．1

11．7

0．1

23．0

32．7

0．2

0．0

0．9

4．8

2．1

0．2

0．2

21．2

2．0

0．4

0．2

0．1

　　2，607

297，735

　　1，790

584，327

833，422

　　4，210

　　　　101

23，827

122，569

53，519

　　5，152

　　5，840

540，344

51，909

　　9，653

　　5，330

　　2．521

　
　
　
　
　
　
　
　
　
珊

設
設
設
設
設
設
設
整
設
設
設
設
設
設
設
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

施
施
施
施
施
施
施
区
施
施
施
施
施
施
施
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

湾
路
川
地
道
道
済
造
宅
生
掃
社
育
育
防
舎
他

　
　
　
　
嬰
水
雑
物
舗
舗
鰍
鍬
　
の

港
道
河
公
上
下
産
住
住
保
清
社
学
社
消
庁
そ
r横須賀市と基地』p．45～47，より作成。譲与財産，譲渡財

産，借受財産全てを含む。

関
連
施
設
の
多
く
は
旧
軍
用
財
産
か
ら
な
り
、
そ
の
結
果
、

横
須
賀
市
の
都
市
生
活
環
境
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
た
の

で
あ
つ
た
。
そ
の
一
端
は
表
8
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
道
路
、
公
園
緑
地
、
上
水
道
、
学
校
教
育
施

設
は
旧
軍
用
財
産
へ
の
依
存
度
が
大
き
い
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
ま
た
、
戦
前
ま
で
は
軍
関
係
者
に
の
み
独
占
的
に

利
用
さ
れ
て
い
た
大
病
院
（
た
と
え
ぽ
、
横
須
賀
陸
軍
病
院
）

が
一
般
市
民
に
開
放
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
も
格
段
に
向
上
し
た
。

　
戦
前
に
既
に
解
体
の
徴
し
を
示
し
た
横
須
賀
小
都
市
圏

は
敗
戦
に
よ
り
、
崩
壊
し
た
。
こ
の
こ
と
は
先
に
み
た
大

都
市
圏
へ
の
通
勤
者
の
増
加
に
表
わ
れ
て
い
る
。
戦
後
の



採用変数一覧表一9

農　家　減　少　率

第二次産業就業者率

第三次産業就業者率

従業地　第二次産業　従業老率

従業地　製　造　業　従業者率

従業地　第三次産業　従業者率

従業地　卸小売業　従業者率

従業地　サービス業　従業者率

従業地　金融保険業　従業老率

従業員一人当り製造品出荷額

人ロー人当り小売販売額

卸一店当り従業員数

飲食　店　率
土　地　価　格

宅　地　価　格

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3

　
　
　
　
　
　
　
員

　
　
　
　
　
　
　
人
　
　
　
数

度
率
差
率
率
比
率
均
率
率
率
畳
率
率
率

密
加
魏
口
鍵
錆
義
者
塞

・
囎
欝
舞
家
慧
家
懸
用
簾

人
人
人
1
5
老
生
核
一
一
持
民
一
雇
自
農

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5

口率，農地・農家減少率は1965～75年間の増加（減少）率，

・75年の増加率の差である。（詳しい算定式は，十時嚴周，

横
須
賀
の
地
域
構
成

横
須
賀
は
次
第
に
大
都
市
圏
へ
と
抱
摂
さ
れ
、
小
都
市
圏
と
し
て
の
相
対
的

自
立
性
を
失
つ
て
ゆ
く
と
同
時
に
、
内
部
的
に
は
旧
市
内
・
本
庁
地
区
を
中

核
と
す
る
人
口
減
少
傾
向
と
周
辺
部
の
増
加
傾
向
ー
小
ド
ー
ナ
ツ
現
象
が

一
九
五
五
年
頃
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
小
都
市
圏
の
崩
壊
と
小
ド

ー
ナ
ツ
現
象
の
進
展
と
が
逆
比
例
の
関
係
を
も
つ
て
進
ん
で
き
た
事
実
は
、

一
見
す
る
と
皮
肉
な
現
象
に
み
え
る
。

率
7
5
）

襲
鋸
加
調
劇
付
げ
加
え
て
お
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
表
9
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
以

。
年
構

年
7
0
域
下
の
分
析
で
使
用
さ
れ
る
変
数
は
著
し
く
人
口
、
産
業
関
連
変
数
に
偏
し
て

75

～
地

脚
臨
恥
　
お
り
、
M
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ン
ソ
ン
が
こ
れ
ま
で
の
数
多
く
の
因
子
分
析
を
用

次
は
川

年
差
奈
　
い
た
都
市
研
究
に
対
し
て
投
げ
か
け
た
批
判
ー
ー
「
従
来
の
諸
研
究
は
全
て
、

準
の
神

基
率
『

の
加
雄
人
口
学
的
な
い
し
経
済
的
変
数
に
き
わ
め
て
強
く
左
右
さ
れ
て
き
た
が
、
そ

数
増
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

変
口
澤
　
こ
で
は
伝
統
的
な
社
会
学
上
の
関
心
事
項
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
た
」

各
人
柄

　
　
と
い
う
批
判
は
甘
受
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
「
主
成
分
分
析
に
お
け
る
最
も
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
（
三
二
七
）

　
第
三
節
　
主
成
分
分
析
に
よ
る
地
域
構
成
と
地
域
類
型

既
述
の
よ
う
に
、
横
須
賀
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
市
町
か
ら
三
八
の
基
域
が

設
定
さ
れ
た
。
主
成
分
分
析
に
際
し
て
使
用
さ
れ
た
変
数
は
表
9
に
み
る
と

お
り
で
あ
る
。
分
析
結
果
の
報
告
に
先
だ
つ
て
、
収
得
変
数
に
つ
い
て
一
言



　
　
　
横
須
賀
の
地
域
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
（
三
二
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

要
な
段
階
は
こ
の
変
数
選
択
の
段
階
で
あ
る
」
。
変
数
収
集
の
技
術
的
な
困
難
さ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
が
い
く
つ
か
の
地
方
自

治
体
に
ま
た
が
つ
て
い
た
た
め
、
各
基
域
ご
と
の
集
計
が
な
さ
れ
て
い
な
い
自
治
体
が
一
つ
で
も
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
変
数
が
実
際
に
は
使

用
不
可
能
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
た
だ
し
、
国
勢
調
査
関
係
変
数
に
つ
い
て
は
、
そ
の
変
数
が
不
可
欠
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
調
査
区
集
計
か
ら

算
出
し
た
変
数
も
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
収
得
変
数
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
狭
さ
は
否
め
ず
、
い
き
お
い
、
分
析
結
果
も
仮
説
的
な
も
の

と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。

表一10　各主成分の寄与率・固有値

　　　（イ）
固有値1主

＿
1成

7．91陵

主
成
分
の
命
名
と
主
成
分
得
点

i累積寄与率寄与率

26．3826．38第一主成分

6．6048．3922．00第二主成分

3．7660．9112．52第三主成分

　
主
成
分
分
析
の
結
果
、
上
位
三
主
成
分
は
表
1
0
に
み
る
よ
う
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
の
持
つ
て
い
た

情
報
量
の
約
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
集
約
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
応
満
足
し
う
る
水
準
に
達
し
て
い
る
。
以

下
、
各
主
成
分
に
対
す
る
各
変
数
の
構
造
係
数
表
お
よ
び
主
成
分
得
点
表
（
表
1
1
、
1
2
）
を
参
照
し
な
が
ら
、

順
を
追
つ
て
解
釈
を
進
め
て
ゆ
く
。

　
　
第
一
主
成
分
”
都
市
的
集
積
度

　
表
で
み
る
と
お
り
、
第
一
主
成
分
に
対
し
て
強
い
正
相
関
を
示
す
変
数
は
一
人
住
い
世
帯
率
、
土
地
価
格
、

人
口
一
人
当
り
小
売
販
売
額
、
第
三
次
産
業
就
業
者
率
、
人
口
密
度
、
飲
食
店
率
、
農
地
減
少
率
、
民
間
借

家
率
（
以
上
、
構
造
係
数
○
．
六
以
上
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
回
分
析
対
象
と
し
た
全
域
は
三
浦
市
と
藤
沢

市
の
一
部
を
除
外
し
て
は
、
す
で
に
都
市
化
が
か
な
り
程
度
進
行
し
て
い
る
た
め
、
農
業
に
関
連
す
る
二
つ

の
変
数
の
持
つ
意
味
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
決
し
て
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
二

変
数
を
除
く
右
記
の
変
数
は
い
ず
れ
も
、
第
三
次
産
業
の
集
積
に
関
連
す
る
現
在
の
基
域
の
状
態
を
示
す
も
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（
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0
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の
で
あ
る
。
一
般
に
都
市
は
統
合
機
関
、
結
節
機
関
の
集
積
地
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
都
市
の
代
表
的
産
業
は
第
二
次
産
業
で
は
な
く

第
三
次
産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
第
一
主
成
分
は
都
市
的
集
積
度
を
表
わ
す
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
都
市
的
集
積
度
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

鈴
木
栄
太
郎
の
都
市
の
結
節
機
関
の
分
類
に
し
た
が
え
ば
、
そ
の
第
一
番
目
に
掲
げ
ら
れ
た
「
商
品
流
通
の
結
節
的
機
関
」
の
集
積
を
直
接
的
に

ヤ

は
意
味
し
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
各
基
域
の
主
成
分
得
点
を
検
討
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
右
の
解
釈
は
当
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
頷
け
よ
う
。
説
明
の
便
宜
上
、
各

基
域
の
主
成
分
得
点
を
分
類
し
、
四
・
○
以
上
を
ー
（
逆
に
1
四
．
○
以
下
を
マ
イ
ナ
ス
ー
と
す
る
。
以
下
同
じ
）
、
三
・
○
～
四
・
○
を
∬
、
二
・
○
～

三
・
○
を
皿
、
一
・
○
～
二
・
○
を
N
で
表
わ
す
こ
と
と
す
る
。
第
一
主
成
分
に
関
し
て
は
、
横
須
賀
本
庁
基
域
（
旧
横
須
賀
市
域
）
が
き
わ
だ
つ

て
高
い
得
点
を
と
つ
て
い
る
ほ
か
、
戸
塚
、
逸
見
、
藤
沢
本
庁
、
鎌
倉
、
大
船
の
各
基
域
が
ー
～
五
に
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
各
基
域

内
に
は
い
ず
れ
も
主
要
な
鉄
道
駅
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
横
須
賀
本
庁
に
は
京
浜
急
行
の
特
急
停
車
駅
で
あ
る
横
須
賀
中
央
駅
が
、
戸
塚
に

は
国
鉄
の
戸
塚
駅
が
、
以
下
、
逸
見
、
藤
沢
本
庁
、
鎌
倉
、
大
船
に
は
そ
れ
ぞ
れ
国
電
の
横
須
賀
駅
、
藤
沢
駅
、
鎌
倉
駅
、
大
船
駅
が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
交
通
機
関
の
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
大
型
商
店
街
か
隣
接
し
て
お
り
、
周
辺
各
地
の
商
業
活
動
の
中
心
地
と
も
な
つ
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
の
主
成
分
得
点
で
高
得
点
（
H
以
上
）
を
と
る
逸
見
基
域
は
特
殊
な
存
在
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
基
域
の
第
三
次
産
業
就
業
者
の
大

半
は
、
他
基
域
と
は
異
な
り
実
際
に
は
自
衛
隊
員
で
あ
り
、
こ
こ
で
設
定
す
る
都
市
的
集
積
度
の
概
念
か
ら
は
大
き
く
は
ず
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
以
下
の
事
実
は
注
目
に
値
す
る
と
い
え
よ
う
、
す
な
わ
ち
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
「
商
品
流
布
の
結
節
機
関
」
の
高
集
積
地
は
同
時

に
「
交
通
の
結
節
機
関
」
を
も
擁
す
る
地
区
で
も
あ
つ
た
が
、
特
に
横
須
賀
本
庁
、
鎌
倉
、
藤
沢
本
庁
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
基
域
が
「
国
民

治
安
の
結
節
機
関
」
（
警
察
）
、
「
国
民
統
合
の
結
節
機
関
」
（
官
公
庁
、
官
設
的
諸
機
関
）
、
「
通
信
の
結
節
機
関
」
（
郵
便
局
、
電
報
電
話
局
）
お
よ
び
「
娯

楽
の
結
節
的
機
関
」
（
映
画
館
、
パ
チ
ン
コ
屋
な
ど
）
の
集
積
地
と
し
て
も
存
在
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
第
一
主
成
分
は
鈴
木
栄
太
郎
が
都
市
結

節
機
関
の
特
性
と
し
て
掲
げ
た
「
技
術
文
化
流
布
」
、
「
国
民
信
仰
」
、
「
教
育
」
の
三
点
を
除
く
全
て
の
結
節
性
を
暗
黙
裡
に
含
意
し
て
い
る
こ
と
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が
、
以
上
か
ら
明
ら
か
に
な
つ
た
。

　
都
市
的
集
積
度
が
プ
ラ
ス
で
あ
つ
て
も
、
皿
以
下
の
基
域
で
は
総
合
的
な
結
節
性
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
そ
れ
ら
の
基
域
は
交
通
タ
ー
、
・
・
ナ
ル

を
持
つ
場
合
で
あ
つ
て
も
、
各
駅
停
車
し
か
止
ま
ら
な
い
小
規
模
な
駅
で
あ
つ
た
り
、
商
店
街
を
と
つ
て
み
て
も
、
そ
の
規
模
は
さ
ほ
ど
大
き
く

な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
逗
子
は
葉
山
と
西
部
の
一
部
を
、
金
沢
は
六
浦
を
、
衣
笠
は
横
須
賀
第
二
の
中
心
地
と
い
わ
れ
て
お
り
、
西
部
と
久

里
浜
、
葉
山
の
一
部
を
そ
れ
ぞ
れ
後
背
地
と
し
て
持
つ
商
業
地
区
で
あ
る
。

　
逆
に
、
都
市
的
集
積
度
が
極
端
に
低
い
基
域
を
み
る
な
ら
ば
、
マ
イ
ナ
ス
ー
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
三
浦
市
の
初
声
、
南
下
浦
お
よ
び
藤
沢
市
の
御

所
見
、
遠
藤
の
各
基
域
は
い
ず
れ
も
農
村
的
色
彩
の
強
い
地
区
で
あ
る
。
第
一
次
産
業
従
業
者
の
割
合
を
と
つ
て
み
る
と
、
三
浦
市
の
二
基
域
は

三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
達
し
、
藤
沢
市
の
両
基
域
も
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。
横
須
賀
市
の
南
部
i
西
部
、
北
下
浦
基
域
も
基
本
的

に
は
農
村
的
色
彩
が
や
や
強
い
が
た
め
に
、
都
市
的
集
積
度
マ
イ
ナ
ス
皿
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
主
成
分
分
析
の
結
果
都
市

的
集
積
度
が
低
い
と
さ
れ
た
地
区
に
は
、
常
識
的
に
は
右
記
の
地
域
と
は
別
の
系
列
に
含
ま
れ
る
べ
き
地
域
が
、
マ
イ
ナ
ス
皿
、
マ
イ
ナ
ス
N
に

現
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
都
市
的
集
積
度
が
や
や
低
い
横
浜
市
の
大
正
、
中
和
田
、
中
川
、
川
上
、
永
野
、
藤
沢
市

の
六
会
、
横
須
賀
市
の
浦
賀
や
葉
山
町
の
各
基
域
は
宅
地
化
が
進
行
し
、
し
た
が
つ
て
、
農
村
的
色
彩
が
ほ
ぼ
完
全
に
払
拭
さ
れ
て
い
る
地
区
で

は
あ
る
が
、
同
時
に
、
交
通
機
関
、
商
業
活
動
の
面
で
は
都
市
的
集
積
の
進
ん
だ
周
辺
地
区
に
強
く
依
存
し
て
い
る
地
区
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

都
市
的
集
積
度
の
低
い
基
域
に
は
農
村
的
性
格
が
相
対
的
に
強
い
基
域
と
純
然
た
る
郊
外
住
宅
地
の
二
系
列
が
同
時
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
た
だ
し
、
集
積
度
の
ス
コ
ア
を
み
る
と
、
前
者
は
マ
イ
ナ
ス
丑
以
下
に
現
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
マ
イ
ナ
ス
N
～
マ
イ
ナ
ス
皿
と
い

う
前
者
よ
り
は
や
や
高
い
得
点
を
も
つ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
両
系
列
の
基
域
は
交
通
機
関
、
商
業
機
関
と
い
う
代
表
的
な
都
市
結
節

機
関
を
他
基
域
に
依
存
し
て
い
る
点
で
は
共
通
で
あ
る
。

　
以
上
の
分
析
結
果
を
地
図
上
に
表
わ
し
た
も
の
が
図
5
・
6
で
あ
る
。
神
奈
川
県
東
南
部
は
東
京
・
横
浜
大
都
市
圏
に
既
に
抱
摂
さ
れ
た
、



図一5　都市的集積度’（1．）
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図一6　都市的集積度（2）
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な
い
し
は
抱
摂
過
程
が
現
在
進
行
中
の
地
帯
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
地
帯
中
に
も
、
少
な
く
と
も
五
つ
の
、
も
は
や
独
立
で
は
な
い
、
大
都
市
圏
に

従
属
す
る
下
位
小
都
市
圏
が
存
在
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ら
、
戸
塚
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
ー
、
大
船
エ
リ
ア
ー
、
藤
沢
本
庁
エ
リ

ア
ー
、
鎌
倉
エ
リ
ア
ー
、
横
須
賀
本
庁
エ
リ
ア
ー
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
横
須
賀
に
お
い
て
は
本
庁
地
区
を
中
核
と
し
て

小
ド
ー
ー
ナ
ツ
現
象
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
各
エ
リ
ア
ー
内
で
も
、
そ
れ
に
類
す
る
現
象
が
程
度
の
差
は
あ
れ
進
行
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
各
エ
リ
ア
ー
の
中
心
地
は
推
測
し
え
て
も
、
ど
の
基
域
が
ど
の
エ
リ
ア
ー
に
所
属
す
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
本
分
析
外
の
課
題

と
な
る
。
だ
と
し
て
も
、
本
分
析
だ
け
で
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
商
品
流
通
基
地
で
あ
り
か
つ
奉
行
所
の
所
在
地
と
し
て
江
戸
時
代

に
は
三
浦
半
島
一
の
繁
栄
を
誇
り
、
そ
の
後
も
造
船
業
を
中
心
に
発
展
を
と
げ
て
き
た
浦
賀
基
域
お
よ
び
、
遠
洋
漁
業
基
地
と
し
て
大
正
期
以
降

隆
盛
を
み
た
三
崎
基
域
が
い
ず
れ
も
、
横
須
賀
本
庁
エ
リ
ア
ー
に
編
入
さ
れ
て
し
ま
つ
て
い
る
と
推
定
し
う
る
こ
と
は
、
都
市
集
積
度
の
高
い
横

須
賀
本
庁
基
域
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
ー
の
広
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
都
市
的
集
積
度
に
つ
い
て
さ
ら
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
対
象
全
域
の
地
域
構
成
は
、
歴
史
的
に
は
横
須
賀
小
都
市
圏
の
中
核
を
な
し
て
い
た
横

須
賀
本
庁
地
区
と
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
年
）
に
鉄
道
の
開
通
を
み
、
最
初
は
保
養
地
と
し
て
後
に
は
郊
外
住
宅
地
と
し
て
発
展
を
と
げ
て
き

た
湘
南
地
区
お
よ
び
大
都
市
圏
の
完
全
な
る
通
勤
圏
で
あ
る
横
浜
南
部
地
区
の
各
々
が
集
積
度
が
高
い
。

　
　
第
二
主
成
分
”
工
業
化

　
第
二
主
成
分
と
高
い
相
関
に
あ
る
も
の
は
従
業
地
製
造
業
従
業
者
率
、
従
業
地
第
二
次
産
業
従
業
老
率
、
第
二
次
産
業
就
業
者
率
（
以
上
、
構
造

係
数
O
・
七
以
上
）
と
い
つ
た
工
業
活
動
を
示
す
変
数
群
で
あ
る
。
逆
に
、
負
の
相
関
の
強
い
も
の
と
し
て
は
従
業
地
第
三
次
産
業
従
業
者
率
、
従

業
地
サ
ー
ピ
ス
業
従
業
者
率
、
従
業
地
卸
小
売
業
従
業
者
率
、
持
家
率
、
老
年
人
口
率
（
以
上
、
構
造
係
数
マ
イ
ナ
ス
O
・
六
以
下
）
が
数
え
ら
れ
る
。

こ
の
主
成
分
は
工
業
活
動
を
正
の
極
と
し
、
第
三
次
産
業
の
活
動
を
負
の
極
と
す
る
、
各
基
域
内
の
産
業
構
成
上
の
特
化
性
を
表
わ
す
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
従
業
員
一
人
当
り
の
製
造
品
出
荷
額
と
決
し
て
低
く
な
い
相
関
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
そ
の
工
業
活
動
の
内
容
が
生
産
性
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の
高
い
工
業
に
ウ
ェ
ー
ト
が
か
か
つ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
第
二
主
成
分
を
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
以
降
、
工
業
化
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。

　
第
二
主
成
分
の
基
域
得
点
を
み
る
と
、
ー
ラ
ン
ク
に
は
豊
田
、
追
浜
、
五
ラ
ン
ク
に
は
中
川
、
長
後
、
皿
ラ
ン
ク
に
は
六
会
、
川
上
、
遠
藤
、

深
沢
、
戸
塚
が
あ
が
つ
て
き
て
い
る
。
対
象
全
域
に
は
工
業
地
域
と
し
て
東
京
港
臨
海
工
業
地
帯
と
東
海
道
・
国
道
一
号
線
沿
線
の
内
陸
型
工
業

地
帯
が
あ
る
と
さ
き
に
述
べ
た
が
、
図
7
・
8
に
示
さ
れ
る
地
域
構
成
か
ら
み
る
と
、
後
者
に
属
す
る
基
域
の
方
が
格
段
に
多
い
。
こ
こ
か
ら
わ

れ
わ
れ
は
、
内
陸
型
工
業
地
帯
に
属
す
る
基
域
の
方
が
、
工
業
へ
の
特
化
性
が
強
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
と

工
業
活
動
の
程
度
と
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
に
注
意
を
払
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
第
二
主
成
分
は
工
業
活
動
の
達
成
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

の
絶
対
的
ス
ケ
ー
ル
で
は
な
く
、
各
基
域
内
の
工
業
へ
の
特
化
度
を
意
味
し
て
お
り
、
両
者
が
矛
盾
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
点
を
確
認
し
て
、
東
京
湾
臨
海
工
業
地
帯
に
含
ま
れ
る
横
浜
南
部
お
よ
び
横
須
賀
東
海
岸
部
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
く
。
同
地
区
に
属
す

る
基
域
の
う
ち
ブ
ラ
ス
一
以
上
の
得
点
を
と
つ
て
い
る
の
は
、
横
須
賀
の
追
浜
と
久
里
浜
の
二
基
域
の
み
で
あ
る
。
横
須
賀
市
の
田
浦
、
逸
見
基

域
は
海
上
自
衛
隊
関
係
の
施
設
が
多
い
た
め
、
た
と
え
ば
田
浦
に
は
関
東
自
動
車
（
株
）
、
東
芝
（
株
）
の
大
工
場
が
あ
り
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
基

域
内
で
は
工
業
が
主
要
産
業
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
浦
賀
基
域
に
つ
い
て
も
住
友
重
機
浦
賀
工
場
（
浦
賀
船
渠
の
後
身
）
が
あ
る
が
、

工
業
地
区
と
し
て
は
停
滞
ぎ
み
で
あ
る
。
た
だ
し
同
基
域
は
○
・
九
四
〇
八
と
久
里
浜
に
近
似
し
た
得
点
を
示
す
。
ま
た
、
横
浜
南
部
臨
海
地
区

は
、
現
在
工
業
開
発
が
進
行
中
な
い
し
計
画
中
で
あ
り
、
工
業
化
得
点
が
高
く
な
い
の
は
当
然
の
結
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
相
模
湾
に
面
し
た
各
基
域
は
一
様
に
工
業
化
の
程
度
が
低
い
。
工
業
化
得
点
が
低
い
場
合
に
は
、
同
基
域
内
の
工
業
へ
の
特
化
度
が
低
い
と
同

時
に
、
工
業
活
動
も
盛
ん
で
は
な
い
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。
横
須
賀
に
つ
い
て
の
み
い
え
ば
、
東
京
湾
沿
岸
の
各
基
域
と
相
模
湾
に
面
す
る

基
域
と
が
性
格
の
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
第
三
主
成
分
“
変
動
性
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一
般
に
寄
与
率
が
下
る
に
し
た
が
つ
て
、
主
成
分
の
解
釈
が
困
難
に
な
る
。
し
か
も
、
収
得
変
数
が
持
つ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
が
狭
い
た

め
に
、
表
n
に
み
る
よ
う
に
、
第
三
主
成
分
と
相
関
の
高
い
変
数
群
は
第
一
主
成
分
や
第
二
主
成
分
の
そ
れ
ら
と
重
複
性
も
高
い
。
た
だ
し
、
寄

与
率
の
点
で
は
、
第
一
主
成
分
と
第
二
主
成
分
は
と
も
に
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
の
高
率
を
示
し
、
両
者
で
ほ
ぼ
全
体
の
変
動
性
の
約
半
分
を
吸
収

し
て
い
る
と
は
い
え
、
第
三
主
成
分
も
一
二
・
五
二
と
無
視
し
え
な
い
大
き
さ
を
持
つ
て
い
る
。
第
四
主
成
分
も
一
〇
・
○
八
の
寄
与
率
を
示
す

が
、
前
記
の
理
由
か
ら
解
釈
は
い
よ
い
よ
困
難
と
な
る
。

　
さ
て
、
第
三
主
成
分
と
相
関
の
高
い
も
の
を
摘
記
す
る
と
、
正
相
関
と
し
て
は
一
五
～
六
五
才
人
口
率
、
従
業
員
一
人
当
り
製
造
品
出
荷
額
、

民
間
借
家
率
（
以
上
、
構
造
係
数
○
・
五
以
上
）
で
あ
り
、
負
の
相
関
の
高
い
変
数
と
し
て
は
人
口
増
加
率
と
核
家
族
率
（
以
上
、
構
造
係
数
マ
イ
ナ
ス

O
・
六
以
下
）
が
あ
げ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
関
係
の
み
か
ら
で
は
解
釈
を
一
義
的
に
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
説
明
と
し

て
は
ア
ド
ホ
ッ
ク
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
各
基
域
の
主
成
分
得
点
を
調
べ
な
が
ら
（
い
つ
た
ん
、
基
域
の
持
つ
特
性
に
リ
フ
ァ
ー
し
な
が
ら
）
再
解

釈
す
る
方
法
を
採
る
外
は
な
い
。

　
主
成
分
得
点
に
お
い
て
高
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
の
は
逸
見
、
初
声
で
あ
り
、
極
端
に
低
い
の
は
上
笹
下
、
永
野
と
い
う
横
浜
市
の
二
基
域
で
あ

る
。
上
笹
下
、
永
野
は
過
去
十
年
間
の
人
口
増
加
率
に
つ
い
て
、
標
準
得
点
化
（
平
均
o
、
標
準
偏
差
一
）
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
、
五
・
二
六
、
一
・

六
五
と
残
余
の
基
域
群
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
高
い
値
を
と
る
、
急
激
な
人
口
増
加
地
区
で
あ
る
。
特
に
上
笹
下
は
、
京
浜
東
北
線
の
延
長

に
よ
る
洋
光
台
団
地
建
設
の
結
果
、
地
域
の
変
貌
が
著
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
横
須
賀
北
東
部
ー
i
追
浜
、
田
浦
、
逸
見
、
横
須
賀
本
庁
は
い

ず
れ
も
人
口
漸
減
傾
向
を
示
し
て
い
る
地
区
で
、
同
時
に
、
こ
れ
ら
全
て
が
こ
の
主
成
分
に
つ
い
て
プ
ラ
ス
の
得
点
を
と
つ
て
い
る
。
主
成
分
得

点
の
最
高
位
の
初
声
は
人
口
が
ご
く
わ
ず
か
増
え
て
い
る
も
の
の
、
社
会
的
に
は
安
定
し
た
地
区
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
主
成
分
を
逆
読

み
す
れ
ば
、
こ
の
主
成
分
は
変
動
性
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
、
い
つ
た
ん
、
こ
う
解
釈
す
る
と
次
の
事
実
に
気
が
つ
く
。
す
な
わ
ち
、
第
三

主
成
分
と
一
五
～
六
五
才
人
口
率
や
生
産
年
令
性
比
と
が
強
い
関
連
性
を
示
す
の
は
、
元
々
安
定
性
の
高
い
田
浦
、
逸
見
、
西
部
基
域
が
同
時
に
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自
衛
隊
基
地
を
抱
え
る
地
区
で
あ
る
と
い
う
特
殊
な
事
情
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
、
第
三
主
成
分
と
前
記
の
二
変
数
と
の
間
に
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み
ら
れ
る
相
関
の
高
さ
は
「
偽
相
関
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
第
三
主
成
分
を
逆
か
ら
読
ん
で
、
変
動
性
と
解
釈
す
る
。

　
第
三
主
成
分
の
変
動
性
に
関
し
て
、
全
域
は
興
味
深
い
地
域
構
成
を
示
し
て
い
る
。
安
定
性
の
高
い
基
域
と
し
て
は
逸
見
、
初
声
、
三
崎
、
田

浦
、
追
浜
、
西
部
、
南
下
浦
、
中
川
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
中
川
を
除
く
全
基
域
は
三
浦
半
島
の
横
須
賀
、
三
浦
の
両
市
に
集
中
し
て
い
る
（
図
9

参
照
）
。
こ
の
地
域
構
成
を
み
て
わ
れ
わ
れ
は
、
安
定
的
地
区
で
あ
る
基
域
に
も
二
様
の
意
昧
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
端
的
に
表
現

す
れ
ば
、
一
方
に
は
変
動
の
及
ん
で
い
な
い
ー
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
ま
で
長
期
に
亘
つ
て
安
定
し
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
今
後
の
開
発
余
地
を
大

き
く
残
す
地
区
が
あ
り
、
他
方
に
は
、
開
発
が
一
応
完
了
し
て
、
変
動
の
「
許
容
限
界
」
（
あ
る
一
定
条
件
の
下
で
の
）
に
達
し
て
い
る
安
定
地
区
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
神
奈
川
県
の
地
域
構
成
』
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
、
変
動
性
の
低
い
地
域
の
二
類
型
ー
「
変
動
予
備
型
な
い
し

停
滞
型
」
と
「
変
動
期
を
す
ぎ
た
安
定
型
」
と
に
対
応
す
る
。
さ
て
、
前
者
は
た
ぶ
ん
に
農
村
的
性
格
の
強
い
地
区
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
初
声
、

西
部
、
南
下
浦
が
含
ま
れ
る
。
後
者
は
都
市
化
、
工
業
化
が
一
定
の
段
階
ま
で
進
ん
だ
地
区
で
、
今
回
の
分
析
で
は
逸
見
、
三
崎
、
田
浦
、
追
浜

が
こ
の
系
に
属
す
る
。
逆
に
、
変
動
性
の
激
し
い
基
域
は
上
笹
下
を
筆
頭
に
永
野
、
大
正
、
本
郷
、
中
和
田
と
い
つ
た
横
浜
市
南
部
の
基
域
と
湘

南
地
区
の
腰
越
、
逗
子
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
変
動
と
は
、
一
九
六
五
年
か
ら
七
五
年
に
か
け
て
の
郊
外
住
宅
地
化
を
基
軸
と
す
る
地
域

社
会
変
動
で
あ
る
こ
と
は
、
第
三
主
成
分
と
強
い
負
の
相
関
を
示
す
変
数
が
人
口
増
加
率
で
あ
つ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
容
易
に
断
定
し
う
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
宅
地
化
過
程
の
面
か
ら
大
都
市
圏
の
拡
大
を
考
え
た
場
合
、
そ
の
大
波
は
三
浦
半
島
の
付
け
根
ま
で
及
ん
で
い
る
。
だ
が
、
横
浜
市
と
境
界
を

接
す
る
横
須
賀
北
部
は
さ
き
に
述
べ
た
自
然
的
条
件
に
阻
ま
れ
て
、
大
規
模
開
発
を
行
な
わ
な
い
限
り
、
開
発
の
余
地
は
な
い
。
も
し
仮
り
に
大

都
市
圏
が
今
後
も
拡
大
の
一
途
を
辿
る
と
す
れ
ば
、
横
須
賀
は
い
よ
い
よ
本
格
的
な
大
都
市
圏
へ
の
抱
摂
過
程
を
経
験
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ

は
後
に
も
み
る
よ
う
に
、
横
須
賀
本
庁
以
南
の
東
京
湾
沿
岸
の
諸
基
域
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
三
浦
半
島
南
部
は
大
都
市
圏
の
勢
力
外
に
あ
る
。
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口
　
地
域
類
型
構
成
へ
の
試
み

　
（
　
前
述
の
ご
と
く
収
得
変
数
に
不
完
全
さ
を
残
す
本
分
析
に
お
い
て
、
分
析
結
果
を
用
い
て
地
域
類
型
構
成
を
試
み
る
こ
と
は
あ
く
ま
で
試
論
の

域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
地
域
社
会
研
究
が
総
論
の
域
を
越
え
、
要
素
分
析
的
研
究
へ
と
今
後
ま
す
ま
す
進
む
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も

地
域
社
会
間
の
比
較
研
究
か
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
と
な
る
と
考
え
あ
え
て
こ
こ
に
類
型
構
成
を
お
こ
な
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
目
的
は
、
主
成
分

分
析
以
降
の
横
須
賀
研
究
の
た
め
に
仮
説
的
で
あ
れ
、
地
域
類
型
設
定
を
提
示
し
て
お
く
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
こ
で
の
類
型
構
成
に
お
い
て
採
用
す
べ
き
基
軸
は
、
そ
の
示
す
と
こ
ろ
の
明
確
な
第
一
主
成
分
H
都
市
的
集
積
度
と
第
二
主
成
分
u
工
業
化

で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
主
成
分
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
全
体
の
変
動
の
約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
吸
収
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
。
都
市
的
集
積
度
を
縦
軸
に
、
工
業
化
を
横
軸
に
と
つ
て
各
基
域
を
分
類
し
た
も
の
が
、
図
n
で
あ
る
。
こ
の
分
類
は
現
在
の
各
基
域
の
状
態

に
注
目
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
変
動
性
に
つ
い
て
は
以
下
、
分
類
さ
れ
た
地
域
の
特
徴
を
説
明
す
る
際
に
補
助
的
に
用
い
る
。
各
基

軸
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
一
以
内
は
各
類
型
の
代
表
的
サ
ン
プ
ル
と
は
い
え
な
い
の
で
、
準
～
型
と
称
す
る
。
特
に
両
分
類
軸
に
対
し
て
プ
ラ

ス
、
マ
イ
ナ
ス
一
以
内
に
含
ま
れ
る
基
域
を
中
立
型
と
す
る
。
か
く
て
、
対
象
全
域
は
五
類
型
に
区
分
さ
れ
る
。

　
都
市
的
集
積
度
も
工
業
化
の
程
度
も
と
も
に
高
い
基
域
を
併
存
型
と
す
る
。
こ
の
型
は
理
念
的
に
は
、
都
市
結
節
機
関
と
工
場
が
同
一
地
区
内

に
併
存
し
、
競
合
し
て
い
る
混
合
地
区
を
意
味
す
る
。
し
か
も
、
代
表
的
な
併
存
型
基
域
は
工
場
地
帯
と
し
て
の
形
成
が
先
行
し
、
後
れ
て
都
市

結
節
機
関
の
代
表
で
あ
る
商
業
が
発
達
し
た
地
区
で
あ
る
。
同
型
に
含
ま
れ
る
基
域
は
戸
塚
、
追
浜
で
あ
り
、
準
併
存
型
と
し
て
は
逸
見
、
大
船
、

金
沢
、
久
里
浜
、
辻
堂
、
本
郷
が
数
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
都
市
的
集
積
度
の
ス
コ
ア
ー
で
は
ほ
ぼ
同
一
の
レ
ベ
ル
に
あ
り
な
が

ら
も
、
併
存
型
と
次
に
述
べ
る
都
市
型
と
の
間
に
み
ら
れ
る
決
定
的
差
異
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
的
集
積
度
で
高
得
点
を
示
す
戸
塚
、
逸
見
、

大
船
、
金
沢
、
追
浜
の
各
基
域
は
、
鈴
木
栄
太
郎
の
い
う
「
商
品
流
布
」
お
よ
び
「
交
通
」
の
結
節
機
関
は
具
備
し
て
い
る
が
、
「
国
民
治
安
」
、
「
国
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民
統
合
」
、
「
通
信
」
、
「
娯
楽
」
の
結
節
機
関
に
つ
い
て
は
都
市
型
基
域
と
比
較
し
て
著
し
く
劣
つ
て
い
る
。
な
お
、
併
存
型
基
域
の
変
動
性
に
関

し
て
は
、
商
業
と
工
業
の
競
合
的
手
詰
り
状
態
に
あ
り
、
工
場
移
転
が
な
い
限
り
著
し
い
変
動
性
を
示
さ
な
い
。
む
し
ろ
、
激
し
い
変
動
性
を
示

さ
な
い
こ
と
が
併
存
型
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
交
通
の
結
節
機
関
の
発
達
に
よ
り
宅
地
化
へ
の
潜
在
需
要
は
高
く
、
可
住
地
の
拡

大
（
海
面
埋
立
て
や
丘
陵
地
の
大
規
模
造
成
）
に
よ
る
変
動
性
の
可
能
性
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
。

　
第
二
の
類
型
は
工
業
化
の
進
展
が
伴
わ
な
い
都
市
的
集
積
地
区
で
あ
る
。
こ
の
型
を
都
市
型
と
名
付
け
る
な
ら
ば
、
総
合
的
な
都
市
結
節
機
関

を
完
備
す
る
基
域
を
、
そ
の
理
念
型
と
し
て
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
既
述
の
第
一
主
成
分
の
イ
ン
プ
リ
シ
ィ
ッ
ト
な
含
意
が
適
応
さ
れ
る
の
は
、

こ
の
都
市
型
に
お
い
て
で
あ
る
。
さ
き
に
、
「
技
術
文
化
流
布
」
、
「
国
民
信
仰
」
、
「
教
育
」
を
除
く
他
の
全
て
の
結
節
機
関
が
集
積
し
て
い
る
基

域
と
し
て
横
須
賀
本
庁
、
鎌
倉
、
藤
沢
本
庁
を
掲
げ
た
が
、
こ
れ
ら
三
基
域
は
い
ず
れ
も
都
市
型
、
準
都
市
型
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ

れ
ら
三
基
域
が
都
市
的
集
積
度
三
・
○
以
上
の
基
域
で
あ
る
の
は
興
味
深
い
。
逆
に
、
都
市
型
、
準
都
市
型
の
基
域
で
も
集
積
度
三
・
○
以
下
の
基

域
は
、
総
合
的
な
結
節
性
を
示
さ
ず
、
わ
ず
か
に
商
業
、
交
通
の
結
節
機
関
を
も
つ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
都
市
型
、
準
都
市
型
の
基

域
は
変
動
性
に
関
し
て
、
一
義
的
な
傾
向
を
持
た
な
い
。

　
第
三
の
類
型
は
、
都
市
的
集
積
度
は
低
い
が
工
業
へ
の
特
化
性
の
強
い
基
域
が
含
ま
れ
る
、
工
業
型
で
あ
る
。
工
業
型
は
間
接
的
に
は
、
製
造

業
の
盛
ん
な
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
完
全
な
る
工
業
地
区
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
全
域
内
の
他
基
域
と
比
べ
工
業
へ
の
特
化
性
が

高
い
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
工
業
型
基
域
と
し
て
は
六
会
、
川
上
、
中
川
、
御
所
見
、
遠
藤
が
、
準
工
業
型
に
は
豊
田
、
長
後
、
深
沢
、

浦
賀
、
中
和
田
、
大
正
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
工
業
型
の
前
三
者
は
既
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
郊
外
住
宅
地
型
の
工
業
地
区
で
あ
り
、
御
所
見
、
遠

藤
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ぽ
農
村
的
色
彩
の
強
い
工
業
地
区
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
般
的
に
工
業
型
は
併
存
型
と
比
べ
て
、
工
業
化
の
歴
史
が
浅
い

と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
工
業
型
f
特
に
郊
外
住
宅
地
型
の
工
業
型
は
現
実
に
弱
い
な
が
ら
も
変
動
性
を
示
し
て
い
る
。

　
第
四
の
類
型
は
、
都
市
的
集
積
度
も
工
業
化
の
進
展
も
低
い
欠
落
型
で
あ
る
。
欠
落
型
は
変
動
の
余
地
を
大
き
く
残
す
地
区
で
あ
る
が
、
都
市
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的
集
積
度
が
上
が
る
に
し
た
が
つ
て
高
い
変
動
性
を
示
し
て
い
る
。
外
見
的
特
徴
と
し
て
は
、
主
要
な
鉄
道
駅
を
含
ま
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

対
象
全
域
の
な
か
で
は
欠
落
型
が
南
下
浦
、
初
声
、
西
部
、
北
下
浦
、
葉
山
と
三
浦
半
島
中
・
南
部
に
集
中
的
に
み
ら
れ
、
準
欠
落
型
と
し
て
は

腰
越
、
永
野
が
数
え
ら
れ
る
。
最
後
の
中
立
型
は
都
市
的
集
積
度
も
工
業
化
も
平
均
的
な
地
区
で
あ
り
、
田
浦
、
笹
下
・
日
野
、
六
浦
が
含
ま
れ

る
。　

中
立
型
を
除
外
し
て
全
域
を
、
併
存
型
、
都
市
型
、
工
業
型
、
欠
落
型
の
群
と
準
～
型
と
呼
ば
れ
る
群
と
に
二
分
し
て
、
そ
の
変
動
性
の
ス
コ

ア
を
み
る
と
、
地
域
的
特
化
性
の
強
い
前
者
の
群
は
安
定
性
が
高
い
こ
と
に
気
付
く
。
前
者
で
は
安
定
的
基
域
九
、
変
動
型
基
域
七
で
、
し
か
も
、

安
定
性
の
ス
コ
ア
は
高
く
、
変
動
性
の
ス
コ
ア
は
全
般
的
に
低
い
。
反
対
に
、
後
者
の
群
で
は
、
安
定
的
基
域
は
わ
ず
か
四
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
変
動
基
域
数
は
一
五
に
も
達
す
る
。
そ
の
上
、
変
動
性
ス
コ
ア
の
高
い
上
笹
下
、
永
野
が
後
者
に
含
ま
れ
て
い
る
。
概
し
て
、
両
分
類
軸
に

つ
い
て
特
化
性
の
弱
い
基
域
は
変
動
性
が
高
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
変
動
の
方
向
に
つ
い
て
は
、
本
分
析
が
都
市
的
集
積
度
と
工
業

化
の
次
元
し
か
準
備
し
て
い
な
い
た
め
に
、
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
再
び
横
須
賀
に
限
定
し
て
そ
の
社
会
的
性
格
と
地
域
構
成
お
よ
び
各
基
域
の
特
徴
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
県
全
域
と
い
う
「
外
か
ら
」
み
た
横
須
賀
の
位
置
づ
け
が
、
横
須
賀
の
地
域
構
成
、
す
な
わ
ち
「
内
か
ら
」
み
た
横
須
賀
と
ど
う
接
合
す
る
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
い
は
、
冒
頭
に
提
示
し
た
検
討
課
題
と
関
連
す
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
県
全
域
の
分
析
か
ら
導
出
さ
れ
た
結
論
－

横
須
賀
は
平
均
的
都
市
で
あ
る
ー
が
、
類
似
の
地
区
の
集
合
の
た
め
な
の
か
あ
る
い
は
、
特
殊
な
地
域
分
化
を
み
せ
て
い
る
た
め
な
の
か
を
判

定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
図
n
に
み
る
よ
う
に
、
結
論
を
先
に
い
え
ば
、
横
須
賀
は
相
互
に
異
質
な
都
市
型
、
併
存
型
、
欠
落
型
の
各
代
表
的
基
域

を
含
ん
で
お
り
、
地
域
分
化
が
著
し
い
。
こ
の
こ
と
は
、
鎌
倉
市
、
藤
沢
市
、
三
浦
市
と
横
須
賀
市
を
比
較
し
て
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
県
全



域
の
分
析
に
お
い
て
横
須
賀
市
よ
り
も
都
市
的
集
積
度
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
鎌
倉
市
の
場
合
、
集
積
度
に
つ
い
て
鎌
倉
、
大
船
基
域

が
五
ラ
ン
ク
に
、
腰
越
、
深
沢
基
域
が
マ
イ
ナ
ス
V
ラ
ン
ク
に
属
し
て
い
る
。
前
掲
の
図
で
み
る
よ
う
に
横
須
賀
市
の
各
基
域
が
六
・
三
〇
六
三

～
マ
イ
ナ
ス
ニ
・
〇
七
〇
一
と
幅
広
く
分
布
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
鎌
倉
市
各
基
域
は
高
い
得
点
圏
内
に
、
比
較
的
ま
と
ま
つ
て
分
布
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
類
型
と
し
て
も
、
鎌
倉
基
域
が
都
市
型
に
分
類
さ
れ
る
ほ
か
は
全
く
準
～
型
で
あ
る
。
類
型
数
と
い
い
、
集
積
度
の
分
散
レ
ン

ジ
と
い
い
、
鎌
倉
市
は
横
須
賀
市
よ
り
と
も
に
小
さ
く
、
地
域
分
化
も
弱
い
。
つ
ぎ
に
藤
沢
市
を
み
る
と
、
都
市
的
集
積
度
に
つ
い
て
は
や
や
幅

広
い
分
散
レ
ン
ジ
を
持
つ
が
工
業
化
に
つ
い
て
は
横
須
賀
市
よ
り
狭
く
、
ま
た
、
地
域
類
型
と
し
て
は
都
市
型
と
工
業
型
を
数
え
る
の
み
で
、
横

須
賀
よ
り
少
な
い
。
最
後
に
三
浦
市
を
み
る
と
、
両
軸
に
つ
い
て
分
散
レ
ン
ジ
も
、
類
型
数
も
小
さ
く
、
比
較
的
均
質
な
基
域
の
集
合
と
い
え
よ

う
。
以
上
の
比
較
検
討
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
横
須
賀
は
地
域
分
化
の
激
し
い
都
市
で
あ
る
と
結
論
す
る
。
つ
ま
り
、
県
全
域
か
ら
み
た
総
体
と

し
て
の
横
須
賀
が
平
均
的
都
市
と
結
論
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
均
質
な
基
域
の
集
合
体
で
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
逆
に
、
地
域
分
化
は
著
し

い
な
が
ら
も
総
体
と
し
て
は
そ
の
分
化
の
弁
向
か
相
互
に
打
ち
消
し
あ
つ
て
し
ま
つ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　
横
須
賀
の
地
域
構
成
は
、
都
市
的
集
積
度
か
ら
み
る
と
田
浦
を
除
く
大
津
、
衣
笠
以
北
の
基
域
に
都
市
結
節
機
関
が
、
本
庁
地
区
を
中
核
と
し

て
集
中
的
に
み
ら
れ
る
。
工
業
化
に
関
し
て
は
、
追
浜
が
群
を
抜
い
て
高
い
が
、
追
浜
、
浦
賀
、
久
里
浜
以
外
は
総
じ
て
そ
の
水
準
が
低
い
。
さ

ら
に
、
変
動
性
が
相
対
的
に
高
い
基
域
は
大
津
、
浦
賀
、
久
里
浜
、
北
下
浦
と
い
う
本
庁
以
南
の
京
浜
急
行
沿
線
・
東
京
湾
沿
岸
地
区
に
集
中
し

て
お
り
、
そ
の
他
は
市
中
央
部
の
衣
笠
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
市
全
体
の
地
域
類
型
は
（
図
1
2
参
照
）
、
追
浜
を
代
表
と
す
る
併
存
型
が
、
本
庁

を
中
核
と
す
る
都
市
型
基
域
の
周
辺
部
に
散
在
し
、
市
南
部
に
は
欠
落
型
が
三
浦
市
へ
と
連
続
す
る
形
で
存
在
し
て
い
る
。

　
次
に
、
横
須
賀
各
基
域
の
特
徴
を
摘
記
し
て
お
こ
う
。
そ
の
た
め
に
、
各
基
域
の
主
成
分
得
点
を
再
掲
（
表
1
3
）
す
る
と
と
も
に
、
一
九
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

年
に
市
が
お
こ
な
つ
た
町
別
市
街
地
形
態
の
分
類
表
（
表
1
4
）
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
通
覧
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
追
浜
は
都
市
的
集
積
度
も
工
業
化
の
程
度
も
高
い
併
存
型
基
域
の
代
表
で
あ
る
。
工
業
化
の
最
大
原
因
が
旧
軍
用
地
の
転
用
に
あ
る
こ
と
は
既
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須
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成
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表一13　横須賀各基域の主成分得点表

第三主成分第二主成分第一主成分

　　2．0780

　　2．2677

　　4．7862

　　　．8230

851

　　1．9651

　　4．1507

　　　．3750

　　　．4817

－2．3318

508

　　　．9408

　　1．OO16

－1．7241

－2．3502

　　2．1312

　　　．4244

　　3。9407

　　6．3063

　　2．1545

　　2．0628

－1．7485

　　　．8250

－2．0701

－2．0186

浜
浦
見
庁
笠
津
賀
浜
浦
部

里
下

追
田
逸
本
衣
大
浦
久
北
西

横
須
賀
の
地
域
構
成

説
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
都
市
的
集
積
度
の
高
さ
も
一
端
は
そ
の
工
場
労
働
者
に
依
存
す

る
が
同
時
に
、
横
浜
市
に
隣
接
す
る
と
い
う
空
間
上
の
位
置
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

安
定
性
の
強
い
追
浜
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
と
は
五
年
間
の
時
間
的
隔
り
を
持
つ
市

街
地
形
態
表
か
ら
も
同
様
な
特
徴
が
読
み
と
れ
る
。
た
だ
し
、
過
去
十
年
間
安
定
し
て
い

た
同
基
域
も
近
年
、
大
手
不
動
産
会
社
に
よ
る
山
間
丘
陵
地
の
大
規
模
開
発
が
完
了
し
、

新
た
に
「
湘
南
鷹
取
町
」
が
出
現
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
変
動
性
が
急
速
に
高

ま
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　
田
浦
は
都
市
的
集
積
度
に
つ
い
て
も
、
工
業
化
に
つ
い
て
も
平
均
的
な
ス
コ
ア
し
か
示

さ
な
い
。
む
し
ろ
、
同
基
域
は
定
安
性
が
最
大
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
市
街
地
形
態
を
み

て
も
、
商
業
と
し
て
は
「
弱
小
の
商
業
」
し
か
な
く
、
大
型
工
業
と
防
衛
施
設
の
併
存
地

区
で
あ
り
、
工
業
へ
の
特
化
度
が
低
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
逸
見
は
都
市
的
集
積
度
で
高
得
点
を
示
す
が
、
前
掲
の
理
由
か
ら
実
際
の
集
積
度
は
さ

ほ
ど
高
く
な
く
、
工
業
化
も
平
均
的
ス
コ
ア
し
か
示
さ
な
い
こ
と
か
ら
田
浦
と
同
様
、
高

い
安
定
性
が
同
基
域
の
最
大
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
追
浜
、
田
浦
、
逸
見
は
い
ず
れ
も
過

去
十
年
間
の
人
口
増
加
率
で
は
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
、
特
に
後
二
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
一
七

パ
ー
セ
ン
ト
、
二
ニ
パ
ー
セ
ソ
ト
と
著
し
い
人
口
減
少
を
み
せ
て
い
る
。

　
横
須
賀
本
庁
基
域
は
都
市
型
の
典
型
で
あ
る
。
表
14
市
街
地
形
態
表
に
も
み
る
よ
う

に
、
「
都
心
型
商
店
」
を
抱
え
る
町
を
数
多
く
含
み
、
工
業
は
防
衛
施
設
（
米
軍
）
に
比
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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表一14　横須賀市の市街地形態（1970年）

工住商名町
基
域
名

工住商名町
基
域
名

B

C

B
A
B
B
E
B
B
C
B
C

C
B
C
C

町
町
谷
上
町
作
部
町
町
崎

轟
繍
矢
燕

公
衣
金
池
阿
平
小
衣
大
森

衣

笠

A
A

　
D
C
　
　
　
A
A
A
C
A

　
A

C
　
C

C

B

鷹取町
追浜本町

夏島町
浦郷町
追浜東町

追浜南町

追浜町

追

浜

B
B
B

A
A
C
C
C

C
町
町
岸
町
町

岸
津
響
田

根
大
馬
馬
池

大
　
　
津

A

A
A

C
C
A
E
C
B
C

B

C
B

井
町
葉
水
居
町
町

　
　
　
　
　
賀
賀

　
賀
　
　
　
　
　
浦
浦

吉
浦
二
走
鴨
東
西

浦
　
　
賀

B
C
B
B
B
　
　
A
C

D
D
D
B
E
C
B
A
B

B

瀬
里
町
田
原
戸
村
浜
町

比
倉
噺
　
　
里
明

長
久
舟
内
佐
岩
久
久
神

久
　
里
　
浜

C
C
E

比
沢
井

　
　
久

野
長
津

北
下
浦

C

A

E
　
B
E
E
E
E
E
E
E
E

町
浜
　
谷
　
和
野
坂
島
名
谷

井
幸
林
軽
武
田

長
御
　
須
　
太
荻
長
佐
芦
秋

西
　
　
部

A
A

B
　
C

A

A
E
E
A

C
　
　
　
C

船越町
田浦港町

田浦町
田浦大作町

田浦泉町

長浦町
箱崎町

田

浦

C
　
CA
A
A
E

C

吉倉町
西逸見町

東逸見町

山中町

逸
　
　
見

A
C
C
C
B

A
D

A
A
A
　　　11A
D

　
A

C
B
A
A
　
　
A
A
C
A
C
B
C

町
町
町
町
町
町
町
町
丘
町
町
町
町

本
入
岡
備
川
滝
ケ
松
繰
浦

坂
汐
本
稲
楠
泊
小
大
緑
若
目
米
安

横
　
須
賀
　
本
　
庁

B

A
A
D
D
A
A

　
　
A
A

A
C
C
C
C
C
C

町
町
台
台
町
町
町

春
規
戸
田
量

三
富
田
深
上
不
佐

本
　
　
庁

商業　A都市型商業B．力のある商業C．弱小の商業
住宅地　　A．市街地型　　B。スプ・一ル型　C・団地開発型　D・過密型　E調整区域内

工業　A．大型工業　B．軽工業　　C．防衛施設
空欄になつているのは，その町には，とりたてていう程の（商）・（住）・（工）は存在しない

ことを意味する。



て
貧
弱
で
あ
る
。
こ
の
基
域
は
、
歴
史
的
に
み
て
一
貫
し
て
市
内
の
中
心
的
位
置
を
占
め
て
き
た
た
め
、
現
在
に
あ
つ
て
も
結
節
機
関
を
独
占
し

て
お
り
、
都
市
的
集
積
度
は
他
基
域
を
ひ
き
離
し
て
き
わ
め
て
高
い
得
点
を
示
し
て
い
る
。
高
度
成
長
開
始
期
よ
り
人
口
減
少
が
み
ら
れ
た
同
基

域
は
小
ド
ー
ナ
ッ
現
象
の
中
心
地
で
あ
る
が
、
近
年
、
高
層
住
宅
の
建
設
が
市
内
で
も
最
も
盛
ん
な
地
区
で
も
あ
る
。

　
衣
笠
は
横
須
賀
の
「
副
都
心
」
的
存
在
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
基
本
的
に
は
本
庁
地
区
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
と
し
て
、
本
庁
と
同
じ
地
域
類

型
に
属
す
る
が
、
過
去
十
年
間
の
人
口
増
加
率
は
約
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
、
そ
の
た
め
、
市
街
地
形
態
表
に
も
ス
プ
・
ー
ル
型
住
宅
地
が
数

多
く
み
ら
れ
る
。
人
口
増
加
率
が
か
よ
う
に
高
く
と
も
、
変
動
性
ス
コ
ア
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
O
・
六
四
六
三
と
弱
い
変
動
性
し
か
示
さ
な
い
の

　
　
　
　
　
（
2
1
）

は
、
対
象
全
域
が
人
口
急
増
地
帯
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
大
津
も
衣
笠
と
同
一
の
性
格
を
持
つ
基
域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
口
増
加
率
も
五
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
酷
似
し
て
い
る
。
だ
が
、
五
年
前
の

状
態
で
あ
る
と
は
い
え
、
商
業
形
態
は
衣
笠
に
劣
つ
て
い
る
。
逆
に
、
鉄
道
乗
客
数
で
は
同
基
域
の
約
二
倍
の
大
き
さ
を
示
し
て
お
り
、
大
津
の

都
市
的
集
積
度
は
交
通
の
結
節
機
関
に
強
く
依
存
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
大
津
は
市
内
で
最
も
業
務
人
口
率
（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
率
）
が
高

い
地
区
で
あ
り
、
七
〇
年
国
勢
調
査
で
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。
人
口
増
加
率
で
は
衣
笠
と
同
一
レ
ベ
ル
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ス
プ
ロ
ー
ル
型
住
宅
地
が
同
基
域
に
み
ら
れ
な
い
の
は
、
基
本
的
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
最
も
多
い
地
区
で
あ
る
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

　
浦
賀
は
都
市
的
集
積
の
低
い
、
準
工
業
型
基
域
で
あ
る
。
市
街
地
形
態
か
ら
は
い
く
つ
か
の
商
業
地
区
の
存
在
が
読
み
と
れ
る
も
の
の
、
都
市

的
集
積
度
が
低
い
の
は
、
そ
れ
ら
が
戦
前
か
ら
の
繁
栄
の
結
果
で
あ
り
、
現
在
で
は
停
滞
的
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
過
去
十
年
間
の
人
口

増
加
率
も
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
が
、
こ
れ
ら
来
住
人
口
の
主
要
購
買
地
が
同
基
域
外
で
あ
る
こ
と
を
推
測
し
う
る
。

　
久
里
浜
は
準
工
業
型
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
近
年
の
変
動
傾
向
か
ら
す
る
と
、
工
業
型
か
ら
の
離
脱
の
方
向
を
示
す
。
過
去
十
年
間
の
人
口

増
加
率
は
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
住
宅
地
と
し
て
も
「
過
密
型
」
や
「
ス
プ
・
ー
ル
型
」
に
代
表
さ
れ
る
。

　
北
下
浦
は
欠
落
型
の
代
表
で
あ
る
。
次
に
述
べ
る
西
部
も
欠
落
型
で
は
あ
る
が
、
同
じ
欠
落
型
で
も
同
基
域
は
横
須
賀
第
二
位
の
変
動
性
を
示
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す
。
こ
の
基
域
に
つ
い
て
は
前
掲
の
市
街
地
形
態
表
は
妥
当
せ
ず
、
久
里
浜
以
上
に
ス
プ
・
ー
ル
化
は
激
し
い
。
過
去
十
年
間
の
人
口
増
加
率
は

実
に
一
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
示
し
、
し
か
も
、
五
年
間
ご
と
の
増
加
率
を
算
出
す
る
と
、
久
里
浜
と
と
も
に
同
基
域
は
後
半
期
に
お
い
て
も
増
加

傾
向
を
強
め
て
き
て
い
る
。

　
西
部
は
北
下
浦
同
様
、
商
業
地
区
を
持
た
な
い
欠
落
型
に
属
す
る
が
、
北
下
浦
と
は
対
照
的
に
安
定
性
は
高
い
。
こ
の
最
大
原
因
は
前
掲
表
で

も
み
る
よ
う
に
、
市
街
化
調
整
区
域
内
住
宅
地
が
多
数
を
占
め
る
か
ら
で
あ
る
。
同
基
域
の
調
整
区
域
内
で
は
、
市
内
で
最
も
盛
ん
な
農
業
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
主
成
分
分
析
の
基
礎
デ
ー
タ
集
収
に
際
し
て
、
横
須
賀
市
を
始
め
横
浜
市
お
よ
び
各
区
役
所
、
鎌
倉
市
、
藤
沢
市
、
三
浦
市
の
市
役
所
の
統
計
担
当
部
局
、

慶
鷹
大
学
法
学
部
学
生
勝
見
剛
君
ら
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
デ
ー
タ
処
理
に
は
慶
慮
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
よ
り
計
算
機
利
用
に
つ
い
て
、
貴
重
な
ア
ド
パ

イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
更
に
、
主
成
分
分
析
の
技
法
に
つ
い
て
、
共
同
研
究
者
で
あ
る
二
藤
尊
夫
君
に
教
え
ら
れ
る
所
多
く
、
デ
ー
タ
処
理
に
つ
い
て
も
同
君
よ
り
多
大
な
る
協

力
を
得
た
9
な
お
、
主
成
分
分
析
の
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
、
ブ
ロ
グ
ラ
ム
は
　
ト
ρ
U
奨
諺
、
ω
鼠
菖
毘
8
”
＆
U
帥
3
＞
轟
牙
巴
ω
ぎ
0
8
一
茜
》
．
（
冒
ぎ

ミ
凶
一
昌
俸
ω
3
9
冒
P
お
お
）
よ
り
一
部
修
正
し
て
利
用
し
た
。

（
1
）

（
2
）

　
本
研
究
は
十
時
嚴
周
教
授
の
下
で
進
め
ら
れ
て
き
た
『
横
須
賀
研
究
』
の
一
環
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
今
年
度
研
究
課
題
、
主
成
分
分
析
に
よ
る
横
須
賀
地

域
社
会
の
分
析
結
果
の
一
部
は
既
に
方
法
論
的
検
討
及
び
神
奈
川
県
下
の
地
域
分
析
と
し
て
公
表
済
み
で
あ
る
。
十
時
嚴
周
・
二
藤
尊
夫
「
地
域
社
会
研
究
と
地
域
分
析
の
方
法
」

（
慶
感
義
塾
大
学
法
学
部
『
法
学
研
究
』
第
五
二
巻
十
二
号
、
昭
和
五
四
年
十
二
月
）
、
十
時
嚴
周
、
柄
澤
行
雄
「
神
奈
川
県
の
地
域
構
成
」
上
・
下
（
同
、
第
五
三
巻
一
二
一

号
、
昭
和
五
五
年
一
二
一
月
）
。
以
下
の
論
述
に
お
い
て
前
掲
論
文
に
立
脚
す
る
所
多
い
が
、
逐
一
引
用
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

　
「
米
海
軍
横
須
賀
基
地
…
…
に
は
約
五
十
部
隊
、
約
千
七
百
人
の
陸
上
将
兵
が
い
る
。
…
…
国
内
に
い
る
す
べ
て
の
米
海
軍
、
海
兵
隊
の
行
政
上
の
中
枢
だ
。
ま
た
、
補
給

部
、
施
設
本
部
、
艦
船
修
理
部
は
米
第
七
艦
隊
を
含
め
、
補
修
や
補
給
の
中
心
。
ほ
か
に
西
太
平
洋
艦
隊
訓
練
本
部
、
第
七
潜
水
艦
隊
司
令
部
が
あ
る
。
」
ま
た
、
海
上
自
衛
隊

に
つ
い
て
は
、
「
こ
こ
を
母
港
と
す
る
護
衛
艦
、
潜
水
艦
、
掃
海
艇
な
ど
は
計
約
百
隻
で
、
総
ト
ン
数
は
約
七
万
五
千
ト
ン
。
全
海
上
自
衛
艦
艇
の
四
割
を
占
め
る
。
警
備
の
受

け
持
ち
も
東
京
を
中
心
に
岩
手
県
か
ら
三
重
県
ま
で
、
一
都
十
五
県
の
太
平
洋
沿
岸
、
伊
豆
七
島
、
小
笠
原
ま
で
含
ま
れ
る
。
隊
員
は
一
万
二
千
人
近
い
。
」
（
朝
日
新
聞
湘
南
版
、



　
　
一
九
七
七
年
十
月
二
一
日
朝
刊
）

（
3
）
綾
部
虎
治
郎
『
横
須
賀
研
究
』
（
一
九
一
七
年
）
四
頁
。
ち
な
み
に
、
こ
う
し
た
地
勢
ゆ
え
戦
前
の
旧
積
須
賀
市
街
地
形
成
は
次
の
様
な
状
態
で
あ
つ
た
。
「
市
内
到
る
処
丘
陵

　
　
起
伏
し
人
家
櫛
比
の
街
は
沿
岸
の
平
担
地
又
は
海
面
埋
立
地
に
し
て
或
は
陵
間
の
窪
地
又
は
田
園
埋
立
地
に
市
街
を
形
成
す
る
所
あ
れ
ど
も
（
、
）
其
他
の
多
く
は
山
嶺
を
夷
げ

　
　
傾
斜
地
を
拓
き
随
所
に
人
家
を
点
綴
す
。
故
を
以
て
之
を
接
続
す
る
道
路
は
勢
い
坂
路
な
ら
ざ
る
を
得
ず
。
」
（
『
横
須
賀
市
統
計
書
、
昭
和
三
年
度
』
一
頁
、
一
部
、
現
代
か
な

　
　
使
い
、
当
用
漢
字
に
変
更
。
以
下
同
じ
）

（
4
）
　
原
資
料
は
、
横
須
賀
都
市
計
画
課
『
開
発
状
況
一
覧
図
』
（
一
九
七
三
年
六
月
一
日
現
在
）
、
横
須
賀
宅
地
開
発
問
題
研
究
会
編
『
横
須
賀
市
の
宅
地
開
発
政
策
の
問
題
点
』
（
一

　
　
九
七
四
年
）
よ
り
再
引
用
。

（
5
）
当
時
、
日
本
の
領
海
は
五
海
軍
区
に
分
割
さ
れ
て
い
た
が
、
鎮
守
府
と
は
そ
の
海
軍
区
の
軍
事
的
統
轄
機
関
で
あ
つ
た
。
横
須
賀
鎮
守
府
の
担
当
す
る
第
一
海
軍
区
は
、
北
は

　
　
樺
太
か
ら
紀
伊
半
島
南
端
に
至
る
太
平
洋
海
域
で
あ
り
、
小
笠
原
諸
島
を
も
含
む
戦
略
上
の
重
要
海
域
で
あ
つ
た
。

（
6
）
　
都
市
形
成
史
を
研
究
す
る
上
で
、
矢
崎
の
統
合
機
関
説
は
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
。
「
都
市
は
こ
れ
ら
大
規
模
化
さ
れ
た
統
合
機
関
の
集
中
地
点
で
あ
り
、
支
配
者
が
統
合
機

　
　
関
を
通
じ
て
全
体
の
統
合
活
動
を
行
な
う
中
心
的
な
核
を
な
す
」
。
矢
崎
武
夫
『
日
本
都
市
の
発
展
過
程
』
（
一
九
六
二
年
、
弘
文
堂
）
四
四
八
頁
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

（
12
）

　
岡
田
緑
風
編
著
『
三
浦
繁
昌
記
』
（
横
須
賀
公
正
新
聞
社
、
一
九
〇
八
年
）
、
横
須
賀
・
三
浦
繁
昌
記
復
刻
刊
行
会
復
刻
版
、
一
三
～
一
四
頁
。

　
著
者
不
明
『
浦
賀
郷
土
誌
』
（
一
九
一
二
年
）
、
横
須
賀
郷
土
資
料
復
刻
刊
行
会
復
刻
版
、
一
二
一
貢
。

　
三
浦
郡
教
育
会
第
一
部
会
編
纂
『
田
浦
町
誌
』
（
謄
写
版
、
一
九
二
八
年
）
三
四
六
頁
。

　
奥
井
復
太
郎
『
現
代
大
都
市
論
』
（
有
斐
閣
、
一
九
四
〇
年
）
四
二
五
～
四
二
六
頁
。
な
お
、
同
調
査
時
期
は
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
調
査
報
告
が
一
九
三
八
年
に
『
三

田
学
会
雑
誌
』
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
三
六
・
七
年
に
実
施
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
に
あ
つ
て
、
鎌
倉
居
住
の
東
京
通
勤
者
が
既
に
横
須
賀
通
勤
者
を
上
回

つ
て
、
二
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
ん
で
い
る
事
実
は
、
東
京
か
ら
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
知
る
と
共
に
、
横
須
賀
小
都
市
圏
と
東
京
大
都
市
圏
が
鎌
倉
で
重
な
り
合
つ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。

　
最
上
尭
雅
編
『
横
須
賀
市
繁
栄
策
、
附
人
物
志
』
（
相
陽
新
聞
社
、
一
九
三
四
年
）
緒
言
よ
り
。
同
様
の
危
惧
は
当
時
、
横
須
賀
唯
一
の
デ
パ
ー
ト
側
か
ら
も
表
明
さ
れ
て
い

る
。
「
近
来
交
通
の
便
が
開
け
た
為
め
、
可
成
京
浜
方
面
に
出
掛
け
る
人
が
殖
え
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
土
地
の
金
は
京
浜
に
向
つ
て
流
出
す
る
一
方
で
、
土
地
の
商
人
の
懐

は
淋
し
く
な
る
…
…
。
」
同
書
、
一
二
頁
。

　
浦
賀
船
渠
（
株
）
は
榎
本
武
揚
ら
の
主
唱
に
よ
り
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
年
）
に
設
立
さ
れ
た
造
船
・
船
舶
修
理
会
社
で
あ
る
。
な
お
、
や
や
遅
れ
て
石
川
島
造
船
所
も
同

地
に
浦
賀
分
工
場
を
設
立
し
た
が
、
「
海
軍
当
局
の
意
轡
」
も
あ
つ
て
、
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
年
）
に
浦
賀
船
渠
に
売
却
さ
れ
て
い
る
（
渋
沢
栄
一
談
。
渋
沢
青
淵
記
念
財
団

竜
門
社
編
纂
『
渋
沢
栄
一
傅
記
資
料
、
第
二
巻
』
六
五
一
頁
）
。
こ
う
し
て
、
同
社
は
大
正
末
年
に
は
「
船
舶
の
新
造
及
修
繕
を
主
と
（
し
）
…
…
船
渠
二
箇
と
船
台
四
箇
と
を

有
し
、
船
渠
は
各
八
千
噸
内
外
の
船
舶
を
入
渠
せ
し
む
る
に
足
り
、
一
箇
年
優
に
二
百
隻
以
上
の
汽
船
を
修
繕
す
る
の
能
力
あ
り
。
而
し
て
船
台
は
各
総
噸
数
五
千
噸
の
汽
船
を

建
造
す
る
に
堪
え
、
一
箇
年
七
隻
を
下
ら
ざ
る
建
造
能
力
を
有
す
。
職
工
は
、
現
在
に
於
て
二
千
余
有
り
て
、
其
設
備
の
完
全
な
る
実
に
関
東
に
冠
た
り
」
（
三
浦
郡
浦
賀
町
立

横
須
賀
の
地
域
構
成

五
三
　
　
（
三
五
三
）
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五
四
　
　
（
三
五
四
）

尋
常
高
等
浦
賀
小
学
校
内
職
員
懇
談
会
編
『
浦
賀
案
内
記
』
、
一
九
一
五
年
、
一
二
～
二
一
頁
）
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
発
展
し
た
。

　
横
須
賀
市
史
編
纂
委
員
会
『
横
須
賀
市
史
』
（
横
須
賀
市
役
所
、
一
九
五
七
年
）
六
〇
八
～
六
〇
九
頁
。

　
綾
部
虎
治
郎
・
前
掲
書
、
一
七
頁
。

　
「
第
二
の
モ
チ
ー
フ
（
農
村
に
内
在
す
る
土
地
と
人
口
、
労
働
と
貨
幣
収
入
の
不
均
衡
か
ら
生
ず
る
離
村
、
す
な
わ
ち
、
農
村
よ
り
の
プ
ッ
シ
ュ
と
し
て
の
都
市
化
）
か
ら
帰

結
さ
れ
る
都
市
の
あ
り
方
は
、
本
来
の
意
味
に
お
け
る
生
活
圏
ー
一
所
懸
命
の
地
で
は
な
く
、
要
す
る
に
ふ
ん
だ
く
れ
ば
い
い
、
体
の
い
い
掠
奪
場
で
あ
り
、
第
一
の
モ
チ
ー

フ
（
柳
田
国
男
の
い
う
「
都
鄙
の
感
覚
」
、
す
な
わ
ち
、
意
識
レ
ベ
ル
の
都
市
か
ら
の
プ
ル
要
因
）
か
ら
帰
結
さ
れ
る
の
は
、
力
と
栄
光
と
繁
栄
の
象
徴
と
し
て
の
都
市
で
あ
る
」
。

神
島
二
郎
『
近
代
日
本
の
精
神
構
造
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
）
三
四
頁
。

　
海
軍
工
廠
内
部
の
常
雇
職
工
層
と
臨
時
雇
職
工
層
に
対
応
し
て
、
市
民
に
も
比
較
的
定
着
性
の
強
い
人
々
と
流
動
者
層
と
が
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
概
括
的
に
い
え
ぽ
、

工
廠
職
工
層
の
定
着
過
程
と
市
民
の
定
着
過
程
は
パ
ラ
レ
ル
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
経
年
的
に
は
、
職
工
層
の
定
着
率
は
年
々
高
く
な
つ
た
と
推
定
し
う
る
。
な
お
、
海

軍
工
廠
の
研
究
と
し
て
は
『
横
須
賀
研
究
会
』
の
共
同
研
究
者
で
あ
る
関
根
政
美
の
明
治
前
半
期
の
研
究
が
あ
る
。
関
根
政
美
「
近
代
日
本
に
お
け
る
工
業
化
の
一
断
面
ー
幕

末
・
明
治
初
期
の
横
須
賀
造
船
所
ー
」
（
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
『
社
会
学
研
究
科
紀
要
』
第
一
八
号
、
一
九
七
八
年
）

　
「
社
会
の
最
底
辺
」
に
は
私
生
児
が
多
か
つ
た
こ
と
は
、
当
時
の
日
本
都
市
の
特
徴
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
横
山
源
之
助
「
神
戸
の
貧
民
部
落
」
（
再
引
用
、
立
花
雄
一
『
評

伝
　
横
山
源
之
助
』
、
創
樹
社
、
一
九
七
九
年
、
五
九
頁
）
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自
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清
水
哲
郎
「
都
市
化
と
農
業
の
変
貌
に
関
す
る
計
量
的
分
析
」
（
『
農
林
業
問
題
研
究
』
第
四
二
号
、
一
九
七
三
年
）
一
〇
頁
。

　
矢
崎
武
夫
・
前
掲
書
、
お
よ
び
『
日
本
都
市
の
社
会
理
論
』
（
学
陽
書
　
　
　
　
　
4
7
0
3
1
7
6
8
7
7
4
4
7
4
8
0
5
3
6
4
3
0
5

房
、
一
九
六
三
年
）
、
鈴
木
栄
太
郎
『
都
市
社
会
学
原
理
』
（
初
版
、
一

九
五
七
年
、
再
録
『
鈴
木
栄
太
郎
著
作
集
M
』
、
未
来
社
）
特
に
、
第

三
章
都
市
の
機
能
、
参
照
。

　
た
だ
し
、
　
一
般
に
、
標
本
統
計
か
ら
の
記
述
的
分
析
に
お
い
て
は
、

観
察
個
体
の
性
格
づ
け
も
当
の
標
本
規
模
に
相
対
的
で
あ
る
こ
と
を
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
掲
げ
る
表
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
様
に
、

本
分
析
の
全
域
は
総
じ
て
変
動
性
の
高
い
地
域
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
横
須
賀
市
に
属
す
る
基
域
以
外
は
、
注
目
す
べ
ぎ
値
を
と
る
基
域
の

み
を
掲
げ
る
。

　
横
須
賀
市
役
所
『
横
須
賀
市
総
合
開
発
基
本
計
画
』
（
一
九
七
一
年
）
、

二
七
～
二
九
頁
。

その標準イヒ

得　　　点

　　　一〇．677

　　　－0．799

　　　－0。772

　　　－0．756

　　　－0．287

　　　－0．302

　　　－0．208

　　　－0．125

　　　　　0．484

　　　－0．460

　　　－0．498

　　　－0．682

　　　－0．292

　　　－0．456

　　　－0。668

　　　　　0．228

　　　－0．352

　　　　　0．061

　　　　　0．652

　　　　　0．379

　　　　　0．610

　　　　　1，673

　　　　　5．216

人口増加率基域名
一　〇．25

－17．15

－13．33

－11．16

　　　53．71

　　　51。55

　　　64．56

　　　76．00

　　160．40

　　　29。71

　　　24．50

＿　　．94

　　　52．94

　　　30．30

　　　　0．94

　　124．92

　　　44．66

　　101．87

　　183．62

　　145．84

　　177。70

　　324．68

　　814．53

　
　
　
　
庁

浜
浦
見
本
笠
津
賀
浜
浦
部
声
崎
浦
子
倉
越
庁
後
田
郷
正
野
下

　
　
　
　
賀

　
　
　
　
須
　
　
　
里
下

追
田
逸
横
衣
大
浦
久
北
西
初
　
　
　
　
　
　
　
本

　
下
　
　
　
沢
　
和
　
　
　
笹

三
南
逗
鎌
腰
藤
長
中
本
大
永
上



表一3　　各基域の変遷表

市
町
村
基域　名

1889年市制町村
制施行当時の町
町村名 変遷過程

横
　
須
　
賀
　
市

追　　浜

浦　郷　村 田浦町

　1933田　　　浦

逸　　　見

横須賀町
1907

横須賀本庁

横須賀市

豊　島　村

豊島町／

衣　　　笠 衣　笠　村
1933

大　　　津

浦　賀　町

浦　　　賀

久　里　浜 久里浜村 1937

北　下　浦 北下浦村

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一

西　　　部

武　山　村

中西浦村
長　井　村

1911　　　　　　1935
　西浦村　　　　　大楠町

1926
　長井町　　　　　　　1943

三
浦
市

初　　　声 初　声　村

三　　．崎 三　崎　町
1955
合併一三浦市

南　下　浦 南下浦村

逗　子　市 田　越　村
1913　　　　　　　　　　　　　　1943～1950　　　　　　　　　　　　1954

逗子町　　　　　　　　　　　　　　　　逗子市一（横須賀市に編入）

葉　山　町 葉　山　村
1915
葉山町

鎌
倉
市

鎌　　　倉
西鎌倉村

東鎌倉町

1894　　　　　　　　　　　　　　　　1939

　　鎌倉町　　　　　　鎌倉市
分村合併

腰　　　越 腰越津村
1931

腰越町

深　　　沢 深沢　村
1948

大　　　船 小　坂　村

玉　縄　村

1933大船町 1948

1933

藤
沢
市

藤沢本庁
村　岡　村

鵠　沼　村

1941

1908　　　　　　1940

辻　　　堂 明　治　村

藤沢町　　　　　藤沢市

片　　　瀬 川　口　村
1933
片瀬町　　　　　　　1947

六　　　会 六　会　村 1942

御　所　見 御所見村

遠　　　藤 小　出　村
分村合併

長　　　後 渋　谷　村
分村合併

1955

　
、
　
　
　
マ
」

．
；
　
、
語
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
立
口

戸
塚
区

中　　　川 中　川　村
1939

川　　　上 川　上　村

戸　　　塚 戸　塚　町

中　和　田 中和田村

大　　　正

俣　野　村

富士見村 大正村

1915長　尾　村
港

豊　　　田 豊　田　村南
区
本　　　郷 本　郷　村

港 永　　　野 永　野　村 1936

南

区 笹下・日野

日　下　村
1927

幾
．
区

上　笹　下

金
沢
区

金　　　沢 金　沢　村
1926
金沢町

六　　　浦 六浦荘村
東鎌倉村　1897．分村合併

横浜市

※若干の境界変更および名称変更は、誤解を与えない限り省略した。


